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大型遊具広場が完成
18年度 決算の公表

（平成１9年）2007

24 時間保育
日の丸保育園（恵美須町）
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押 え 物 件 を

萩焼の火鉢

インターネット公売

　

市
で
は
、
看
護
師
や
介
護
職
な
ど
夜
間

ま
た
は
深
夜
勤
務
を
伴
う
業
務
に
従
事
す

る
保
護
者
の
皆
さ
ん
の
子
育
て
と
仕
事
の

両
立
を
支
援
す
る
た
め
、
今
年
４
月
か
ら

中
国
地
方
で
初
め
て
と
な
る
「
24
時
間
保

育
事
業
」
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
を
実
施
し
て
い
る
の
は
、
市

が
委
託
し
た
日
の
丸
保
育
園
（
恵
美
須

町
）。
現
在
、
週
３
日
（
火
・
水
・
金
曜
日
）

午
後
６
時
か
ら
翌
日
午
前
９
時
30
分
ま
で

児
童
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
。

　

保
育
体
制
は
、
保
育
士
等
２
人
が
常
駐

し
、
う
ち
１
人
は
男
性
保
育
士
が
夜
間
専

門
で
保
育
に
あ
た
っ
て
い
ま
す
。

　

夜
間
保
育
は
昼
間
と
違
い
、
児
童
は
パ

ジ
ャ
マ
姿
。
登
園
時
間
も
夜
間
か
ら
深
夜

に
な
る
た
め
、
寝
た
ま
ま
登
園
す
る
児
童

も
い
ま
す
。

　
「
現
在
は
順
調
に
事
業
が
運
営
さ
れ
、

　

市
で
は
、
主
な
自
主
財
源
で
あ
る
税
収
入
の
確
保
を

図
る
た
め
、
収
納
窓
口
の
時
間
延
長
な
ど
収
納
率
ア
ッ

プ
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
が
、
そ
の
一
環
と
し
て
、
納

税
の
公
平
性
を
保
つ
た
め
、
市
税
等
の
滞
納
に
係
る
差

押
え
物
件
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
を
実
施
し
ま
す
。

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用

し
て
広
く
公
売
情
報
を
周
知
す
る
こ
と
が
で
き
る
た

め
、
多
数
の
方
が
入
札
に
参
加
で
き
、
入
札
者
同
士
が

入
札
額
を
競
い
合
う
こ
と
で
、
よ
り
高
額
で
の
落
札
が

期
待
で
き
ま
す
。

■
実
施
場
所　

ヤ
フ
ー
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
上

（http://koubai.auctions.yahoo.co.jp/

）

■
申
込
方
法　

入
札
参
加
申
込
期
間
中
に
、
ヤ
フ
ー
官

公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
画
面
上
か
ら
手
続
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。

※
物
件
ご
と
に
参
加
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

　
第
１
回
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
売
の
概
要

◦
公
売
物
件　

萩
焼
の
火
鉢
、
一
輪
差
、
絵
皿
な
ど
６
点

◦
入
札
参
加
申
込
期
間　

10
月
４
日（
木
）〜
18
日（
木
）

午
後
５
時
ま
で

◦
入
札
（
せ
り
売
り
）
期
間　

10
月
23
日
（
火
）
午
後

１
時
〜
25
日
（
木
）
午
後
２
時
30
分

■
問
い
合
わ
せ　

収
納
課
（
２
５
・
３
２
０
９
）

差

▶官公庁オークションの流れ

夜
間
保
育
の
ノ
ウ
ハ
ウ
も
分
か
っ
て
き
た

の
で
、
現
在
の
状
態
で
十
分
対
応
で
き
ま

す
」と
日
の
丸
保
育
園
の
秋
田
安
世
園
長
。

　

現
在
、
４
世
帯
５
人
の
児
童
が
登
録
し

て
お
り
、
保
護
者
の
仕
事
の
状
況
に
よ
り

１
日
１
〜
２
人
が
利
用
し
て
い
ま
す
。
９

月
末
時
点
の
延
べ
利
用
児
童
数
（
泊
ま
り

を
含
む
）
は
72
人
。

▽
対
象
児
童　

保
育
所
の
入
所
児
童
で
、

保
護
者
の
就
労
の
た
め
夜
間
に
家
庭
内
保

育
が
で
き
な
い
、
概
ね
１
歳
か
ら
小
学
校

就
学
前
の
児
童　

▽
利
用
者
負
担
金
（
１
回
あ
た
り
）

◦
午
後
11
時
ま
で
の
利
用
１
０
０
０
円

◦
午
前
２
時
ま
で
の
利
用
１
５
０
０
円

◦
翌
日
午
前
９
時
30
分
ま
で
の
利
用
２
０

０
０
円

▽
事
前
に
登
録
が
必
要
で
す
（
無
料
）。

■
申
し
込
み

子
育
て
支
援
課
（
２
５
・
３
５
３
６
）、
各

総
合
事
務
所
健
康
福
祉
課

参加申し込み
開始 参加申込期間 入札期間申し込み

締め切り 入札開始 入札
締め切り

★落札者（最高価
申込者）の決定等

インターネット公売

萩焼の火鉢

一輪差

絵皿

日の丸保育園

表紙
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△健康遊具
（背伸ばしベンチ）
△健康遊具

（背伸ばしベンチ）
△メインタワーと
ローラースライダー
△メインタワーと
ローラースライダー

愛称は

萩ウェルネスパークに萩ウェルネスパークに

大型複合遊具広場が完成

■
市
長
コ
ラ
ム

No.31

■
大
型
複
合
遊
具
広
場

　

萩
の
特
産
物
で
あ
る
「
夏
み
か
ん
」
を
イ

メ
ー
ジ
し
た
メ
イ
ン
タ
ワ
ー
に
、
周
囲
に
は

萩
野
菜
を
モ
チ
ー
フ
に
し
た
さ
ま
ざ
ま
な
遊

具
を
配
置
し
ま
し
た
。
ま
た
、
健
康
増
進
の

た
め
の
遊
具
も
設
置
し
ま
し
た
。

○
児
童
ゾ
ー
ン　

約
30
ｍ
の
ロ
ー
ラ
ー
ス
ラ

イ
ダ
ー
、
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
、
サ
ン
ダ
ー
ト
ン

ネ
ル
、
ジ
ャ
ン
プ
円
盤
な
ど

○
幼
児
ゾ
ー
ン　

ミ
ニ
夏
み
か
ん
コ
ン
ビ
、

ツ
リ
ー
ブ
ラ
ン
コ
、
パ
ネ
ル
遊
具
、
砂
場
な
ど

愛称は萩ウェルネスパーク主要施設の愛称

行　き 帰　り
市役所 萩駅 沖原 萩ウェルネスパーク 沖原 萩駅 市役所

１便 9：15 9：25 9：30 9：35 10：15 10：20 10：25 10：35
２便 10：45 10：55 11：00 11：05 11：45 11：50 11：55 12：05
３便 14：15 14：25 14：30 14：35 15：15 15：20 15：25 15：35
４便 15：45 15：55 16：00 16：05 16：45 16：50 16：55 17：05

　今回の完成を記念して、市民の皆さんへのＰＲと利
用促進を図るため、無料シャトルバスを運行します。
■運行期間　10月13日（土）〜11月25日（日）の
　　　　　　土・日曜日、祝日（11月10日、11日を除く）
■運行コース・時間　　　 ■無料

※小学生以下の乗車は、保護者同伴でお願いします。

大型複合遊具広場が完成
　
山
口
県
が
、
子
育
て
中
の
保
護
者
を
は
じ
め
市
民
の
皆
さ
ん
か
ら
の
強
い
要
望
に
よ

り
、
平
成
18
年
か
ら
整
備
を
進
め
て
き
た
萩
ウ
ェ
ル
ネ
ス
パ
ー
ク
の
大
型
複
合
遊
具
広

場
が
完
成
し
、
10
月
８
日
、
オ
ー
プ
ン
記
念
行
事
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
各
施
設
の
愛
称
は
、９
月
に
実
施
し
た
公
募
に
よ
り
、次
の
と
お
り
決
定
し
ま
し
た
。

○
健
康
遊
具
10
基　

足
伸
ば
し
、
踏
み
台
わ

た
り
、
上
体
ひ
ね
り
、
ぶ
ら
下
が
り
、
背
伸

ば
し
ベ
ン
チ
、
お
腹
ひ
ね
り
な
ど

○
休
憩
施
設　

メ
ロ
ン
と
ス
イ
カ
の
テ
ー
ブ

ル
ベ
ン
チ
、
水
飲
み
場
な
ど

■
事
業
概
要（
山
口
県
）

◦
面
積　

約
３
０
０
０
㎡

◦
総
事
業
費　

約
１
億
円

◦
工
事
期
間　

平
成
18
年
度
〜
19
年
度

■
問
い
合
わ
せ　

都
市
計
画
課（
２
５
・
３
１

６
０
）、ス
ポ
ー
ツ
振
興
課（
２
５
・
５
５
１
９
）

無料シャトルバスを運行

夏 み か ん ラ ン ド

　

記
録
的
な
夏
の
暑
さ
は
、
９
月

に
入
っ
て
も
な
お
続
き
、
10
月
に

な
っ
て
や
っ
と
朝
夕
、
秋
の
風
情

が
感
じ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。
暑
さ
の
残
る
先
月
末
に
は
、

着
付
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
等
の
努
力
に

よ
り
「
着
物
ウ
ィ
ー
ク
in
萩
」
は
、

大
変
な
盛
況
。
江
戸
時
代
の
町
並

み
の
風
情
の
残
る
萩
の
ま
ち
は
、

や
は
り
、
着
物
の
似
合
う
ま
ち
。

10
月
に
は
県
の
豊
漁
祭
と
同
時
開

催
の
萩
魚
ま
つ
り
、
秋
の
萩
焼
ま

つ
り
と
と
も
に
大
勢
の
買
物
客
で

賑
い
を
見
せ
た
。
渡
船
場
を
移
転

新
設
し
た
萩
八
景
遊
覧
船
も
好
評

を
博
し
て
い
る
。
田
万
川
等
の
６

つ
の
道
の
駅
も
、
弥
富
の
そ
ば
の

花
ま
つ
り
等
の
各
地
イ
ベ
ン
ト
も

多
勢
の
人
達
が
訪
れ
た
と
聞
く
。

　

い
よ
い
よ
秋
た
け
な
わ
、
本
格

的
な
観
光
季
節
を
迎
え
る
。
多
彩

な
観
光
行
事
も
展
開
さ
れ
る
。
ま

た
冬
へ
か
け
て
寒
さ
が
加
わ
る
頃

に
は
、
萩
温
泉
郷
も
大
い
に
力
を

発
揮
す
る
も
の
と
期
待
。
来
年
は

明
治
維
新
１
４
０
年
、
Ｊ
Ｒ
各

社
の
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
も
始
ま

る
。
観
光
立
市
を
目
指
し
観
光
振

興
に
努
め
た
い
。

駐車場駐車場

入
口
▼

（野球場）
萩スタジアム

（大型複合遊具広場）
夏みかんランド

（多目的広場）
萩スポーツ広場

（多目的体育館）
萩武道館

入
口
▼
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萩
・
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ

８
月
か
ら
、
市
内
各
所
で
「
萩
・
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
〜
市
長
と
の
対
話
の
集

会
〜
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

今
号
で
は
、
８
月
下
旬
か
ら
９
月
に
開
催
し
た
大
井
、
見
島
、
三
見
、
椿
東
、
明

倫
小
校
区
で
の
会
場
か
ら
の
意
見
と
市
の
回
答
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、

す
べ
て
の
意
見
と
市
の
回
答
の
要
旨
は
、
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

企
画
課
（
２
５
・
３
５
６
９
）

〜市長との対話の集い〜

Ｑ＆Ａ②

大
井
小
校
区大

井
公
民
館
／
71
人

（
８
月
23
日
）

見
島
小
校
区

見
島
総
合
セ
ン
タ
ー
／
１
０
７
人

（
８
月
31
日
）

　
　

用
地
課
か
ら
椿
東
地
区
の
地
籍
調
査

が
進
め
ら
れ
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
。
大

井
地
区
は
平
成
24
〜
25
年
に
な
る
と
の
こ

と
だ
が
、
山
林
の
境
界
に
つ
い
て
詳
し
い

高
齢
者
は
ど
ん
ど
ん
減
っ
て
い
る
。
予
算

を
増
や
し
て
、
椿
東
地
区
と
併
行
し
て
大

井
地
区
の
地
籍
調
査
も
早
く
進
め
て
も
ら

い
た
い
。

Ａ　

三
見
、
椿
、
椿
東
地
区
と
地
籍
調
査

が
進
ん
で
い
ま
す
。
担
当
者
の
人
数
も
限

ら
れ
て
い
る
の
で
、
委
託
な
ど
も
利
用
し

て
調
査
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

萩
市
全
体
を
平
成
30
年
ご
ろ
ま
で
に
、

大
井
地
区
で
は
平
成
24
〜
25
年
と
い
う
計

画
で
進
ん
で
い
ま
す
。
今
は
椿
東
と
三
見

で
す
が
ペ
ー
ス
ア
ッ
プ
を
し
て
い
ま
す
。

三
見
地
区
が
終
わ
り
ま
し
た
ら
、
山
林
部

Ｑ

分
の
境
界
は
高
齢
者
が
詳
し
い
と
い
う
こ

と
も
あ
る
の
で
、
来
年
の
10
か
年
計
画
の

際
に
考
慮
に
入
れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
　

産
業
廃
棄
物
処
理
場
建
設
阻
止
の
対

策
を
し
っ
か
り
お
願
い
し
た
い
。

Ａ　

地
元
と
市
役
所
、
そ
し
て
山
口
県
と

も
連
携
し
て
頑
張
っ
て
い
き
ま
す
。

Ｑ
　
　

高
速
船
「
お
に
よ
う
ず
」
の
年
間
の

運
行
状
況
を
み
る
と
、
２
往
復
が
１
５
０

日
、
３
往
復
が
１
４
８
日
、
４
往
復
20
日

で
あ
る
。
３
往
復
を
２
往
復
に
す
れ
ば
、

燃
料
代
の
経
費
が
浮
く
。
こ
の
分
で
島
民

に
優
待
券
を
発
行
で
き
な
い
か
。　

Ａ　

離
島
航
路
の
運
行
に
つ
い
て
は
、
今

回
提
案
が
あ
っ
た
よ
う
に
、
３
航
海
を
２

航
海
に
す
る
と
い
う
島
民
の
声
が
多
け
れ

ば
、
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　
　

ジ
ー
コ
ン
ボ
古
墳
は
非
常
に
重
要
な

遺
跡
で
あ
る
。
国
の
文
化
財
に
も
な
っ
て

い
る
が
、
現
状
で
は
非
常
に
寂
し
い
状
況

で
あ
る
。
区
域
を
区
切
っ
て
で
も
整
備
を

お
願
い
し
た
い
。

　

見
島
に
は
発
掘
品
が
ほ
と
ん
ど
な
い
の

で
、
そ
の
展
示
を
す
る
施
設
を
作
っ
て
ほ

し
い
。
現
在
公
民
館
の
２
階
の
一
角
に
展

示
ス
ペ
ー
ス
が
あ
る
が
、
小
中
学
校
が
統

合
し
た
際
に
は
、
そ
の
施
設
を
活
用
し
て

ほ
し
い
。

Ａ　

現
在
、
萩
城
外
堀
の
発
掘
に
人
員
を

割
い
て
い
ま
す
。
ジ
ー
コ
ン
ボ
の
出
土
品

に
つ
い
て
は
、
そ
れ
が
終
わ
っ
て
か
ら
検

討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
出
土
品
の
展
示

に
つ
い
て
も
、
も
う
少
し
待
っ
て
く
だ
さ

い
。

Ｑ

Ｑ
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三
見
小
校
区三

見
公
民
館
／
83
人

（
９
月
３
日
）

Ｑ

　
　

漁
業
集
落
排
水
に
つ
い
て
、
い
つ
に

な
っ
た
ら
供
用
開
始
す
る
の
か
。
も
う
10

年
ぐ
ら
い
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。

Ａ　

三
見
地
区
の
漁
業
集
落
排
水
は
、
平

成
16
年
度
に
工
事
に
着
手
し
て
、
21
年
度

に
完
了
す
る
予
定
で
す
。
三
見
だ
け
が
遅

れ
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　
　

国
道
１
９
１
号
沿
い
の
三
見
市
地
区

の
先
に
「
日
本
一
ゴ
ミ
の
な
い
ま
ち
萩
」

と
い
う
看
板
が
あ
る
が
、
そ
の
下
の
土
地

は
草
が
繁
茂
し
て
い
る
。
ど
う
に
か
な
ら

な
い
か
。

Ａ　

国
道
に
隣
接
す
る
部
分
は
国
の
管
轄

で
す
。
現
地
を
よ
く
確
認
し
て
対
応
し
た

い
と
思
い
ま
す
。

ＱＱ椿
東
小
校
区松

陰
記
念
館
／
92
人

（
９
月
24
日
）

明
倫
小
校
区

サ
ン
ラ
イ
フ
萩
／
１
５
２
人

（
９
月
27
日
）

　
　

大
雨
な
ど
災
害
の
際
の
避
難
場
所
の

収
容
人
員
や
、地
区
別
の
避
難
場
所
な
ど
、

市
報
な
ど
を
見
て
も
よ
く
分
か
ら
な
い
。

Ｑ

　
　

県
道
萩
川
上
線
の
上
野
バ
イ
パ
ス
工

事
の
話
が
あ
っ
て
早
や
10
年
に
な
る
。
地

元
も
協
力
し
て
い
る
が
、
一
部
の
地
権
者

の
反
対
で
未
だ
に
着
工
さ
れ
て
い
な
い
。

県
土
木
建
築
事
務
所
も
、
そ
の
反
対
が
な

け
れ
ば
３
年
前
に
は
で
き
て
い
た
と
言
っ

て
い
る
。
１
人
の
た
め
に
全
体
が
犠
牲
と

な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
が
、
公
共
工
事
の

あ
り
方
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
場
合
市
は

ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。

Ａ　

反
対
し
て
い
る
地
権
者
に
つ
い
て

は
、県
か
ら
何
度
も
相
談
が
あ
り
ま
し
た
。

県
は
、
地
権
者
に
何
と
か
納
得
し
て
も
ら

い
、
工
事
を
進
め
て
い
き
た
い
と
の
考
え

で
す
。
通
学
路
の
狭
き
ょ
う
あ
い隘な
こ
と
も
あ
り
、

市
も
同
じ
思
い
で
す
。

　
　

椿
東
地
区
は
多
く
の
人
口
を
抱
え
て

い
る
地
区
で
あ
る
が
、
新
川
、
鶴
江
、
香

川
津
地
区
は
高
齢
化
も
進
ん
で
お
り
、
交

通
事
情
が
悪
い
こ
と
も
あ
り
、
今
回
の
会

場
（
松
陰
記
念
館
）
ま
で
来
る
の
に
も
苦

労
す
る
。
椿
東
地
区
を
２
会
場
に
分
け
て

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
行
う
こ
と
は
で

き
な
い
か
。
そ
う
す
れ
ば
細
か
な
行
政
が

行
わ
れ
る
と
思
う
。

Ａ　

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
現
在
、

小
学
校
区
単
位
で
開
催
し
て
お
り
、
例
え

ば
椿
東
小
学
校
区
よ
り
人
口
の
多
い
明
倫

小
学
校
区
で
も
１
会
場
の
開
催
で
す
。
先

日
も
無
田
ヶ
原
地
区
で
出
前
講
座
を
行
い

ま
し
た
が
、
ど
の
地
区
で
も
個
別
に
出
前

講
座
の
要
望
が
あ
れ
ば
検
討
し
ま
す
。
た

だ
し
、
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
２
年
に

１
回
、
小
学
校
区
単
位
で
や
る
こ
と
と
し

て
い
る
の
で
、
ご
理
解
く
だ
さ
い
。

も
っ
と
分
か
る
よ
う
に
で
き
な
い
か
。

　

ま
た
、
避
難
指
示
に
つ
い
て
は
、
ど
の

よ
う
な
手
段
で
行
う
の
か
。
Ｆ
Ｍ
と
ケ
ー

ブ
ル
テ
レ
ビ
の
他
に
何
が
あ
る
の
か
。

Ａ　

避
難
場
所
に
つ
い
て
は
、
市
民
便
利

帳
ま
た
は
市
報
（
６
月
１
日
号
）
に
記
載

し
て
い
ま
す
。
避
難
指
示
に
つ
い
て
は
、

災
害
の
種
類
に
よ
っ
て
避
難
す
る
場
所
が

異
な
り
ま
す
。
総
合
的
な
状
況
を
勘
案
し

て
避
難
場
所
を
考
え
て
い
ま
す
。
現
在
、

避
難
場
所
の
収
容
人
員
や
安
全
点
検
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

避
難
指
示
の
手
段
に
つ
い
て
は
、
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
Ｆ
Ｍ
、
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
の

他
に
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
や
民
放
の
テ
レ
ビ
・
ラ
ジ

オ
、
萩
市
防
災
メ
ー
ル
、
そ
の
他
希
望
さ

れ
る
町
内
会
長
に
は
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
に
よ
る
情

報
サ
ー
ビ
ス
も
行
っ
て
い
ま
す
。
場
合
に

よ
っ
て
は
、
広
報
車
や
消
防
団
に
よ
る
周

知
も
行
い
ま
す
。

　
　

新
図
書
館
の
建
設
が
計
画
中
と
い
う

こ
と
で
あ
る
が
、
祝
日
の
際
に
も
開
館
し

て
も
ら
う
よ
う
に
で
き
な
い
か
。
新
し
い

図
書
館
を
つ
く
る
際
に
そ
の
よ
う
に
変
更

し
て
も
ら
い
た
い
。

Ａ　

現
在
、
新
図
書
館
の
館
長
を
全
国
公

募
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
博
物
館
は
年

中
無
休
で
や
っ
て
い
ま
す
。
新
図
書
館
も

月
曜
日
が
祝
日
な
ど
の
時
に
は
、
利
用
者

が
利
用
し
や
す
い
よ
う
に
開
館
日
に
つ
い

て
よ
く
考
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

Ｑ

Ｑ
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男
女
そ
れ
ぞ
れ
が

お
互
い
の
力
を
発
揮
し
よ
う
！

男
女
そ
れ
ぞ
れ
が

お
互
い
の
力
を
発
揮
し
よ
う
！

合
併
後
の
新
し
い
萩
市
女
性
団
体

連
絡
協
議
会
を
設
立

　

平
成
17
年
３
月
に
萩
市
は
合
併
し
ま
し

た
。
こ
れ
を
機
に
萩
市
の
女
性
団
体
の
あ

り
方
に
つ
い
て
各
団
体
、
地
域
の
皆
様
と

萩
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て
何
が
で
き

る
の
か
、
何
を
し
た
ら
よ
い
か
を
何
度
も

話
し
合
っ
た
結
果
、
豊
か
で
住
み
よ
い
ま

ち
づ
く
り
の
た
め
に
、
共
に
連
携
・
協

力
す
る
こ
と
が
大
切
と
い
う
考
え
で
一
致

し
、
平
成
18
年
６
月
に
、
18
の
加
盟
団
体

に
よ
る
萩
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
を
設

立
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

共
通
の
テ
ー
マ
を
決
め
、
学
習
会
を

行
っ
て
い
ま
す
が
、
新
た
な
出
会
い
と
知

ら
な
い
事
を
学
び
合
う
情
報
交
換
の
場
が

で
き
た
こ
と
を
喜
ば
し
く
思
っ
て
い
ま
す
。

夫
の
理
解
と
協
力
で
社
会
参
加

　

夫
と
２
人
の
生
活
な
の
で
、
ま
ず
は
健

康
で
自
立
す
る
こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。
そ
こ
で
譲
り
合
い
、
助
け
合
い
な
が

ら
、
夫
の
理
解
と
協
力
の
お
か
げ
で
社
会

参
加
を
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
ま
す
。

男
女
そ
れ
ぞ
れ
が
お
互
い
に
力
を

発
揮
し
、
共
に
努
力
し
て
い
く
こ

と
が
大
切

　

私
が
初
め
て
社
会
参
加
し
た
の
は
Ｐ
Ｔ

Ａ
活
動
で
す
。
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
、

高
校
と
11
年
間
副
会
長
を
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。
そ
の
活
動
を
通
し
て
、
多
く

の
人
と
の
出
会
い
の
中
か
ら
様
々
な
事
を

学
ば
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

　

当
時
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
で
実
質
活
動
し
て
い

る
の
は
母
親
で
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら

ず
、
母
親
の
声
は
執
行
部
に
届
き
に
く
い

た
め
、
母
親
の
意
見
を
吸
い
上
げ
る
母
親

委
員
会
と
い
う
組
織
を
つ
く
り
ま
し
た
。

現
在
私
が
関
わ
っ
て
い
る
山
口
県
教
育
会

萩
支
部
女
子
研
究
会
は
、
そ
の
時
の
メ
ン

バ
ー
が
中
心
と
な
っ
て
設
立
し
ま
し
た
。

　

こ
の
研
究
会
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
活
動
が
終
了

し
て
も
、
母
親
と
し
て
、
ま
た
女
性
と
し

て
自
分
磨
き
を
し
な
が
ら
自
分
の
意
見
が

10
月
は
男
女
共
同
参
画
推
進
月
間
で
す

　
男
女
が
社
会
の
対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て
あ
ら
ゆ
る
分
野
に
共
に
参
画

し
、
共
に
責
任
を
分
か
ち
合
う
こ
と
の
で
き
る
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現

に
向
け
、
あ
ら
た
め
て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

　
市
で
は
、今
年
３
月
に
「
萩
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
、「
市

民
一
人
ひ
と
り
が
い
き
い
き
と
暮
ら
す
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
理
念
に
、
男

女
が
話
し
合
い
に
よ
っ
て
互
い
を
認
め
合
い
、
尊
重
し
合
い
な
が
ら
、
社
会

の
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
活
動
に
参
画
し
、
共
に
責
任
を
担
う
男
女
共
同
参
画
社

会
の
実
現
を
め
ざ
し
ま
す
。

　

今
回
は
、
萩
市
女
性
団
体
連
絡
協
議
会
会
長
で
、
ア
ー
ト

フ
ラ
ワ
ー
や
萩
人
形
な
ど
の
指
導
に
あ
た
る
な
ど
、
多
方
面

で
活
躍
さ
れ
て
い
る
岡
野
芳
子
さ
ん
に
話
を
伺
い
ま
し
た
。

岡
野
芳
子

（
今
古
萩
町
）

さ
ん

こ
の
人
に
聞
く

特
集

【プロフィール】
　昭和21年生まれ、昭和44年に結婚、
３児の母。㈶日本手工芸指導協会の講
師として、アートフラワーやアート盆栽、
萩人形などの指導にあたりながら、山
口県教育会萩支部女子研究会会長、萩
市女性団体連絡協議会会長、㈳萩市観
光協会副会長などを務める。

■問い合わせ　
市民活動推進課

男女共同参画推進室
（２５・３５９０）



市報HAGI●2007（平成19）年10月15日号�

は
っ
き
り
言
え
る
よ
う
に
し
よ
う
と
い
う

学
習
グ
ル
ー
プ
で
、19
年
続
い
て
い
ま
す
。

　

萩
市
男
女
共
同
参
画
プ
ラ
ン
で
は
、
平

成
23
年
度
ま
で
の
審
議
会
等
の
女
性
登
用

率
の
目
標
を
３
分
の
１
と
し
て
い
ま
す
。

あ
ら
ゆ
る
分
野
で
女
性
の
視
点
が
必
要
な

社
会
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
が
、
数
字
だ

け
に
こ
だ
わ
る
の
で
は
な
く
、
男
女
そ
れ

ぞ
れ
が
お
互
い
に
持
て
る
力
を
充
分
発
揮

で
き
、
各
分
野
の
課
題
に
向
か
っ
て
共
に

努
力
を
し
て
い
く
事
が
大
切
だ
と
思
い
ま

す
。

萩
市
の
女
性
の
知
恵
と

元
気
パ
ワ
ー
を
生
か
し
た
い

　

男
女
、
世
代
を
超
え
た
交
流
の
輪
を
広

げ
、
多
く
の
仲
間
と
語
り
合
い
、
協
力
し

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
萩
市
の
女
性
の
知
恵
と
元
気
パ

ワ
ー
を
生
か
し
、
市
民
と
行
政
が
両
輪
と

な
っ
て
住
み
よ
い
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を

行
う
た
め
に
も
、
萩
市
女
性
団
体
連
絡

協
議
会
の
趣
旨
を
十
分
理
解
し
て
い
た
だ

き
、
多
く
の
女
性
団
体
に
加
盟
し
て
も
ら

え
る
よ
う
魅
力
あ
る
活
動
を
し
て
い
き
、

仲
間
づ
く
り
の
喜
び
と
楽
し
み
を
共
感
し

た
い
で
す
。

　

今
後
、
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に

向
け
て
一
歩
一
歩
着
実
に
前
進
し
て
い
く

こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

　改正後の配偶者暴力防止法は、平成 20 年１月 11
日から施行されます。
◎改正の主な内容
１. 保護命令制度の拡充
 ①生命または身体に対する脅迫を受けた被害者に
　 係る保護命令
 ②電話等を禁止する保護命令
 ③被害者の親族等への接近禁止命令
２. 市町村の基本計画策定の努力義務
３. 配偶者暴力相談支援センターに関する改正
４. 裁判所から配偶者暴力相談支援センターへの
　 保護命令の通知

配偶者暴力防止法が改正されました

　萩市にゆかりのある９人の女性の功績等を紹介します。
■と　き　10 月 16 日（火）〜 29 日（月）
　　　　　午前８時 30 分〜午後５時 15 分
■ところ　市役所本庁ロビー
■協　力　萩ものしり修士・博士の会世話人会
■展示される９人の女性
　明石くに（孝女）、伊藤梅子（日本初のファーストレディ）、
井上武子（鹿鳴館社交の花）、木戸松子（危機を救い支え続
けた美妓）、櫛田フキ（昭和期の女性解放・平和運動指導
者）、杉滝（かぎりない愛とひたむきな心で時代を支え続
けた母）、戸塚きく（フランス刺繍の第一人者）、松村ノブ

（小萩人形創始者）、山下春江（日本初の女性代議士）

男女共同参画パネル展

■と　き　10 月 17 日（水）午後７時〜９時
■ところ　総合福祉センター
※託児あり（事前に申し込み必要）

【ワークショップ】
「これって変？良いんだよ！みんなで考えよう」

　男女共同参画について市民の意識を高めるため、各種
団体の会合、研修会などへアドバイザーを派遣します。

出前講座

　ＤＶ《配偶者（事実婚を含む）、元配偶者、恋人から
の身体的、精神的な暴力》やセクシャルハラスメントに
ついての相談や、男女共同参画に関するあらゆる相談を
受けています。
□萩市女性相談窓口専用ダイヤル（２５・３３６６）
□ＤＶホットライン（緊急用）（０１２０・２３８１２２）

女性相談窓口
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◎小規模でも届出が必要な建築物の例

特異な形態
をした屋根

派手な色彩を
使用した外壁

派手な色彩による
装飾を施した外壁

特異な形態を
した建築物

シリーズ「景観計画」④ 一般景観計画区域の景観形成基準

■一般景観計画区域の景観形成基準（基本例）

屋　根

・周囲の山並みとの調和を図るため、勾配屋根の使用等に配慮してください。
・色彩は穏やかなものとし、ねずみ色、黒色、淡い茶系色、濃い茶系色、淡い緑系色、濃い緑系色とします。

中層建物の屋根
（概ね 10 ｍ以上）

◎原則として、以下のいずれかとします。
（1）できるだけ勾配屋根とします。勾配は5/10以下とし、
　急勾配にしないでください。

（2）屋根全体を勾配屋根とすることができない場合は、
　屋上周囲に勾配屋根をイメージさせる小屋根を設置
　してください。

（3）勾配屋根とすることができない場合は、陸屋根とし、
　奇抜な形態は避けてください。

◎原則によらないことができ
る場合

（1）建物本来の用途、目的、
　機能上の理由、または伝
　統によって様式が定まって
　いる等の理由がある場合

（2）周辺の景観や環境に違
　和感を与えず、周辺と調
　和すると認められる場合

低層建物の屋根
（概ね 10 ｍ未満）

◎原則として、以下のいずれかとします。
（1）3.5/10 〜 5/10 の切妻、寄棟、入母屋とします。
　この場合、銀黒色粘土瓦か、または一見してこれと
　同等に見えるものを使用してください。都市計画区域
　以外では、周囲の屋根との調和を図り、赤茶色釉薬
　瓦または銀黒色粘土瓦を使用してください。

（2）（1）ができない場合は、1/10 〜 4/10 の片流れ屋根、
　陸屋根とし、奇抜な形態にしないでください。

外　壁

○使用する色彩は、歴史都市「萩」を象徴する白壁土塀や武家屋敷と調和する、白色やねずみ色、アイボ
　リー、ベージュ、白茶色、こげ茶色、これらの同系色とし、光沢のないものとします。赤色、黄色、青色、
　緑色等の原色は使用しないでください。
○やむを得ず赤色、黄色、青色、緑色等の原色を使用する場合

（1）赤・黄系統は彩度４以下、これ以外の系統の色は彩度２以下とし、使用面積は外壁全体の 1/4 以下　
　  とします。

（2）上記の彩度を超える色彩を使用する場合は、ワンポイント（外壁１面でその面積の１％未満）の使用
　  とします。

■一般景観計画区域の届出対象行為（建築物）

派手な色彩による
装飾を施した外壁

特異な形態
をした屋根

特異な形態を
した建築物

派手な色彩を
使用した外壁

次の建築物の新築、増改築、過半の修繕、模様替え、色彩変更等

大規模建築物 高さ 13 ｍを超えるもの、または延べ床面積が 500㎡を超えるもの

その他建築物
（規模の大小は問いません）

◦外観に派手な色彩、過度の装飾を施すもの

◦特異な屋根を持つもの、特異な形態のもの
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川内地区

東萩

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ｂ

Ａ

Ａ

Ａ

Ｃ

Ｃ

Ｃ

重点景観計画区域 一般景観計画区域

　景観行政団体である萩市では、屋外
広告物法に基づき、従来県が行ってき
た屋外広告物事務を、市が独自の基準
により市全域を対象に行う予定です。
　このため、今年度中に「萩市屋外広
告物条例」（仮称）を制定する予定で、
来年度中の運用開始を目指しています。
　そこで、屋外広告物に関する基準案
について、市内各地で説明会を開催し、
市民の皆さんからのご意見を反映させ
ていきたいと考えています。
　また、この説明会では、12 月から
施行される景観計画の説明も併せて行
いますので、ぜひご参加ください。

景観法に基づく

萩市
景観計画
「景観計画」では、萩市全域を景観計画区域
に定めており、計画区域内で建物の新増築や
工作物の設置等の行為を行う場合は、事前に
市への届出が必要になります。
今回は、一般景観計画区域の景観形成基準に
ついて、その主な内容として建築物の屋根お
よび外壁に関する事項をお知らせします。
■問い合わせ　

まちなみ対策課（２５・３２３８）

12月施行

区域 区域の概要
⑪川内地区 松本川、橋本川内の三角州内
⑫川外都市計画区域
　（東萩駅周辺地区） 東萩駅周辺の区域

⑬川外都市計画区域
　（Ａ地区）

新川周辺の区域、中津江公営住
宅の周辺区域

⑭川外都市計画区域
　（Ｂ地区）

⑫、⑬を除く川外の用途指定区
域およびその周辺区域

⑮川外都市計画区域
　（Ｃ地区） ⑫、⑬、⑭を除く都市計画区域

⑯都市計画区域以外の地区 都市計画区域を除く区域

一 般 景 観 計 画 区 域

屋外広告物基準案・
景観計画の住民説明会

地域・地区 とき ところ
むつみ地域 10月23日㈫ むつみ農村環境改善センター
福栄地域 10月24日㈬ 福栄コミュニティセンター
三見地区 10月26日㈮ 三見公民館
大井地区 10月29日㈪ 大井公民館
椿東地区（椿東小校区） 10月30日㈫ 松陰記念館
椿東地区（越ヶ浜小校区） 10月31日㈬ 越ヶ浜介護予防センター
川内地区（萩東中校区） 11月  １日㈭ サンライフ萩
椿地区 11月  ５日㈪ 市民体育館研修室
山田地区 11月  ６日㈫ 山田保育園
川上地域 11月  ７日㈬ 川上公民館
佐々並地区 11月  ８日㈭ 旭活性化センター
明木地区 11月  ９日㈮ 旭マルチメディアセンター
田万川地域 11月13日㈫ 田万川コミュニティセンター
川内地区（萩西中校区） 11月14日㈬ サンライフ萩
須佐地域 11月15日㈭ 須佐総合事務所

■住民説明会　　時間　午後７時〜８時 30 分

■事業者説明会
　11月12日（月）午後２時〜３時 30 分　市民館講義室
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一
般
会
計
当
初
予
算
は
、
３
０
８
億
６

６
０
０
万
円
を
計
上
し
、そ
の
後
５
回
の
予

算
補
正
を
行
い
、こ
れ
に
平
成
17
年
度
か
ら

の
繰
越
明
許
費
を
加
え
、
最
終
予
算
額
は

３
２
５
億
４
８
２
５
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

　

決
算
額
に
つ
い
て
は
、
円
グ
ラ
フ
の
と

お
り
歳
入
が
３
１
０
億
１
６
８
６
万
円
、

歳
出
が
３
０
７
億
４
０
３
６
万
円
で
、
歳

入
歳
出
差
引
残
額
は
、
２
億
７
６
５
０
万

円
と
な
り
、
こ
れ
に
繰
越
明
許
費
の
財

源
と
し
て
平
成
19
年
度
へ
繰
り
越
し
た
額

１
億
６
７
０
８
万
円
を
差
し
引
い
た
実
質

収
支
は
、
１
億
９
４
２
万
円
の
黒
字
と
な

り
ま
し
た
。

　

17
の
特
別
会
計
の
決
算
状
況
は
表
の
と

お
り
で
す
。

決
算
公
表

市
で
は
、
各
年
度
の
財
政
状
況
に
つ
い
て
、
半
年
ご
と
に
年
２
回

お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
た
び
、
平
成
18
年
度
の
決
算
が

確
定
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

一
般
会
計
の
決
算
概
要

会計名   歳入   歳出   差引残額
住宅新築資金等貸付 1,447万円 423万円 1,024万円
福祉援護資金貸付 616万円 289万円 327万円
土地取得 6,254万円 6,254万円 0
国民健康保険（事業勘定） 75億5,026万円 74億1,471万円 1億3,555万円
国民健康保険（直診勘定） 3億7,865万円 3億7,865万円 0
老人保健 84億543万円 84億963万円 △420万円
介護保険（保険事業勘定） 53億775万円 51億5,180万円 1億5,595万円
介護保険（サービス勘定） 1億3,190万円 1億3,190万円 0
簡易水道 5億4,103万円 5億4,103万円 0
公共下水道 24億9,734万円 24億8,192万円 1,542万円
特定環境保全公共下水道 8,406万円 8,406万円 0
農業集落排水 6億8,702万円 6億8,176万円 526万円
漁業集落排水 6億2,212万円 6億857万円 1,355万円
林業集落排水 242万円 242万円 0
特定地域生活排水 6,348万円 6,348万円 0
個別排水 998万円 998万円 0
駐車場 1,816万円 1,735万円 81万円

合　　計 263億8,277万円 260億4,692万円 3億3,585万円

△堀内地区の電線地中化工事

※老人保健の差引不足額については、翌年度からの繰上充用により補てん。

平成18年度

△消防署佐々並分遣所

特
別
会
計
の
決
算
概
要

特別会計
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会計名 現在高
一般会計 459億2,141万円
住宅新築資金等貸付 455万円
国民健康保険（直診勘定） 2億2,956万円
介護保険（保険事業勘定） 375万円
簡易水道 21億6,002万円
公共下水道 103億3,966万円
特定環境保全公共下水道 6億4,344万円
農業集落排水 45億3,481万円
漁業集落排水 16億9,845万円
林業集落排水 1,781万円
特定地域生活排水 8,400万円
個別排水 8,852万円

合　　計 657億2,598万円

平成18年度に実施した主な事業

平成18年5月31日現在

市債残高の状況

一般会計307億4,036万円の使い道

△育英小学校校舎
都市型ケーブルテレビエリア拡大事業

［総務費］ 1億3,671万円

　地域間の情報通信格差を是正するため、田万川地域
小川地区で都市型ケーブルテレビ網を整備する事業者
に対して補助金を交付

無田ヶ原口老人福祉施設整備事業
［民生費］ 7,407万円

　市営住宅の建替えに併せ、高齢者等の在宅福祉サ
ービス基盤の充実を図るための施設整備に着手

第二リサイクルセンター建設事業
［衛生費］ 1億8,954万円

　容器包装リサイクル法対象資源物の圧縮・梱包・
保管施設や、市民へのごみ減量啓発の拠点となる施
設整備に着手

中山間地域総合整備事業
［農林水産業費］ 2億3,077万円

　萩・むつみ・福栄地域で集落道整備や農道等の農業
基盤を整備

漁業集落環境整備事業
［農林水産業費］ 1億6,206万円

　萩地域三見地区で集落道や防火水槽を整備

バス交通振興事業
［商工費］ 1億5,816万円

　地方バス路線維持のための民間事業者への補助や
須佐地域の市営バス、萩地域のまぁーるバス、各地
域の巡回バスの運行

道路・橋りょう新設改良事業
［土木費］ 6億1,206万円

　各地域で道路や橋りょうの新設・改良を実施

景観整備事業
［土木費］ 1億2,867万円

　堀内地区の電線類地中化、側溝の美装化や浜崎地
区の伝統的建造物の旧山中家住宅・旧山村船具店の
保存修理、藍場川駐車場の整備などを実施　

佐々並分遣所建設事業
［消防費］  1億3,185万円

　旭・川上地域の救急業務の迅速化を図るため、佐々
並地区に消防分遣所を整備

学校施設整備・改修事業
［教育費］

◦育英小学校改築　 5億6,580万円
◦小学校施設改修　 4,989万円
◦中学校施設改修　 1,367万円

　教育環境の充実を図るため、各小中学校の施設の
改修や老朽化した校舎等の建替えを実施

一般会計
（〜19年度）

（〜19年度）

（〜19年度）

（３月完成）

（３月完成）
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市
民
病
院
は
、
平
成
12
年
４
月
の
開

院
以
来
、
丸
７
年
が
経
過
し
ま
し

た
。

　

平
成
18
年
度
の
決
算
概
況
は
、
入
院
患

者
数
が
延
べ
３
万
２
２
８
８
人
、
外
来
患

者
数
が
延
べ
６
万
３
１
９
１
人
で
、
前
年

度
と
比
べ
入
院
が
１
７
５
９
人
減
少
、
外

来
が
７
８
０
人
増
加
し
ま
し
た
。
こ
の
結

果
、
収
益
的
収
支
は
３
５
９
３
万
円
の
収

支
不
足
を
生
じ
ま
し
た
。

　

入
院
患
者
数
が
減
少
し
た
の
は
、
全
国

的
な
看
護
職
員
の
不
足
の
影
響
を
受
け
て

看
護
体
制
が
整
わ
ず
、
結
核
病
床
を
含
む

病
床
の
一
部
を
使
用
制
限
し
た
こ
と
に
よ

る
も
の
で
す
。

　

一
方
、
外
来
患
者
数
に
つ
い
て
は
漸
増

と
は
い
え
、
開
院
以
来
、
過
去
最
高
の

実
績
を
記
録
、
救
急
車
に
よ
る
搬
入
患
者

水
道
は
、
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
欠
く

こ
と
の
で
き
な
い
大
切
な
施
設
で

す
。
水
道
事
業
は
法
律
で
独
立
採
算
制
と

な
っ
て
お
り
、
経
費
は
皆
さ
ん
が
納
め

ら
れ
た
水
道
料
金
で
ま
か
な
わ
れ
て
い
ま

す
。
こ
の
水
道
事
業
会
計
の
概
要
を
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

平
成
18
年
度
の
決
算
状
況
は
、
需
要
の

減
少
が
顕
著
と
な
り
、
料
金
収
入
の
減
収

等
厳
し
い
経
営
環
境
の
中
、
諸
経
費
の
節

減
等
に
努
め
た
結
果
、
２
０
８
０
万
円
の

純
利
益
を
計
上
す
る
黒
字
決
算
と
な
り
ま

し
た
。

　

建
設
改
良
事
業
に
つ
い
て
は
、
上
水
道

の
マ
ン
ガ
ン
に
よ
る
濁
り
水
の
抜
本
的
な

対
策
と
し
て
、
除
マ
ン
ガ
ン
施
設
お
よ
び

浄
水
場
施
設
更
新
に
着
手
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
道
２
６
２
号
改
良
事
業
に
並

決算の概要

数
も
前
年
度
の
５
８
１
人
に
比
べ
６
３
５

人
と
増
加
し
、
手
術
件
数
に
つ
い
て
も
前

年
度
の
４
５
９
件
に
比
べ
５
１
９
件
と
増

加
、
い
ず
れ
も
最
高
を
記
録
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
赤
字
圧
縮
に
向
け
、
材
料
費
を

は
じ
め
と
す
る
諸
経
費
に
つ
い
て
も
さ
ら

に
縮
減
に
努
め
ま
し
た
。

　

医
療
費
抑
制
に
端
を
発
し
た
医
療
制
度

改
革
が
急
速
に
進
行
す
る
中
、
今
後
と
も

予
断
を
許
さ
な
い
経
営
状
況
に
あ
り
ま
す

が
、
引
き
続
き
人
材
の
確
保
に
努
め
る
と

と
も
に
、
合
理
化
・
効
率
化
を
図
り
、
萩

医
療
圏
で
唯
一
の
公
立
病
院
と
し
て
、
住

民
の
福
祉
増
進
に
寄
与
で
き
る
よ
う
取
り

組
ん
で
い
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

萩
市
民
病
院

（
２
５
・
１
２
０
０
）

行
し
、
配
水
管
整
備
工
事
を
金
谷
地
区
で

実
施
し
た
ほ
か
、
浜
崎
、
前
小
畑
、
新
川
、

無
田
ヶ
原
、
濁
淵
、
川
島
、
玉
江
浦
、
椎

原
地
区
で
配
水
管
整
備
改
良
工
事
を
実
施

し
、
管
網
の
整
備
を
図
り
ま
し
た
。
簡
易

水
道
で
は
、大
井
簡
易
水
道
施
設
（
市
場
・

本
郷
・
坂
本
）
に
着
手
し
、
三
見
簡
易
水

道
で
は
、
配
水
管
増
設
工
事
、
見
島
簡
易

水
道
で
は
施
設
改
良
・
配
水
管
増
設
工
事
、

大
島
簡
易
水
道
で
は
、
施
設
改
良
工
事
を

実
施
し
、
施
設
の
充
実
に
努
め
ま
し
た
。

　

市
で
は
、
厳
し
い
経
営
環
境
の
中
、
効

率
的
な
財
政
運
営
に
努
め
、
安
定
し
た
給

水
を
図
り
、
皆
さ
ん
が
健
康
で
文
化
的
な

生
活
を
送
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。

■
問
い
合
わ
せ　

上
下
水
道
部
水
道
管
理

課
（
２
５
・
３
３
９
０
）

平成18年度

萩
市
病
院
事
業
会
計

萩
市
水
道
事
業
会
計

（市民病院・水道）企業会計
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山口福祉文化大学コーナー

とき 講座内容 講師

11月17日㈯ 子どもの思いが生きる街 国広勝代
（ライフデザイン学部教授）

11月24日㈯ 思春期の子ども理解
－子どもと親のいい関係－

福田みのり
（ライフデザイン学部講師）

12月  １日㈯ おじいちゃん・おばあちゃん
から学ぶこと

野﨑瑞樹
（ライフデザイン学部講師）

12月  ８日㈯ 社会福祉の街づくり 多賀直恒
（ライフデザイン学部教授）

■問い合わせ　山口福祉文化大学（２４・４０００）

公
開
講
座

今
年
４
月
に
再
ス
タ
ー
ト
し
た
山
口
福
祉
文
化
大
学

で
は
、
地
域
に
密
着
し
た
大
学
を
目
指
し
、
９
月
か

ら
実
施
し
て
い
る
科
目
等
履
修
制
度
を
は
じ
め
、
公

開
講
座
や
図
書
館
開
放
等
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

全
講
座
受
講
者
に
は
修
了
証
が
授
与

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
１
回
だ
け
の
受
講

も
可
能
で
す
。ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

■
と
き　

11
月
17
日
〜
12
月
８
日
ま
で

の
毎
週
土
曜
日
（
全
４
回
）
午
後
１
時

30
分
〜
３
時

■
テ
ー
マ
・
講
師　

下
表
を
参
照

■
受
講
料　

無
料

■
定
員　

１
５
０
人

■
申
込
方
法　

11
月
12
日
ま
で
に
、
住

所
・
氏
名
・
電
話
番
号
を
生
涯
学
習
課

ま
た
は
山
口
福
祉
文
化
大
学
へ
電
話
ま

た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

公
開
講
座

施
設
開
放

■と　き　10 月 27 日（土）
　　　　　9：00 〜 15：00（小雨決行）
■ところ　萩ウェルネスパーク多目的広場
■対象者　小中学生、高校生、一般

■とき　10月28日（日）午前10時〜午後３時
■内容　映画上映「筆子その愛−天使のピ
　アノ」（10：30、13：00）、公開フォーラム
　「萩の町づくりと人づくりを共に考える」
　（13：30〜15：30）、もちまき、大抽選会等
■送迎バスの運行　
▷アトラス萩（ダイキ前）発、東萩駅経由　
▷9：45から13：45まで１時間おきに出発
※帰りは、12：30、13：30、15：20に出発

み
ん
な
の
心
と
福
祉
の
街
づ
く
り

■
送
迎
バ
ス
の
運
行

◦
１
便
（
直
行
）　

市
役
所
発（
午
後
１

時
）→
大
学（
午
後
１
時
15
分
）　

◦
２
便
（
巡
回
）　

萩
博
物
館
駐
車
場

発（
午
後
12
時
30
分
）→
玉
江
駅
→
萩
駅

→
ア
ト
ラ
ス
萩（
ミ
ス
タ
ー
ド
ー
ナ
ツ

前
）→
東
萩
駅
→
大
学（
午
後
１
時
５
分
）

※
復
路
は
講
座
修
了
後
出
発

■
申
し
込
み

生
涯
学
習
課
（
２
６
・
５
６
３
６
、
Ｆ

Ａ
Ｘ
２
５
・
３
１
４
９
）、
山
口
福
祉
文

化
大
学
（
２
４
・
４
０
１
６
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

２
４
・
４
０
９
０
）

テ
ー
マ

　所蔵している約７万点の図書を幅広く利用
していただくため、現在開館している平日に
加え、２回目の土・日曜日開館を次のとおり
行いますので、ぜひご利用ください。
■期間　10 月 20 日（土）〜 12 月 22 日（土）
　の土・日曜日　午前 10 時〜午後３時
※ 11 月３日（土）、12 月８日（土）は休館し
　ます。また、期間中、大学の都合により休
　館することがあります。
※平日の開館時間は午前８時45分〜午後６時
■本の貸出
◦利用できるのは、萩市に在住または通勤・
　通学されている方
◦利用者カードが必要（運転免許証、健康保
　険証など住所を確認できるものをご持参の
　うえ、利用登録手続きを行ってください）
◦貸出册数は２冊まで、貸出期間は 14日以内
■問い合わせ
山口福祉文化大学附属図書館（２４・４０８１）

大学附属図書館の土日開放
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河
川
洪
水

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

消費生活コーナー
高齢者を悪質商法から守ろう！

　消費生活センターに寄せられる相談のうち、高齢者の
相談は年々増加しています。高齢者の消費者トラブルに
は、「だまされたことに気づきにくい」、「被害にあって
も誰にも相談しない」といった特徴があり、深刻な被害
に陥るケースも少なくありません。
　高齢者の消費者トラブルを食い止めるには、高齢者自
身が問題意識を高めるとともに、高齢者と日常的に接し
ている身近な方々が様子をうかがい、地域と連携して高
齢者を見守ることが大切です。

　

市
で
は
、
大
雨
に
よ
り
河
川
が
氾
濫
し
た

場
合
に
迅
速
に
避
難
で
き
る
よ
う
、
大
井
・

紫
福
・
須
佐
地
区
の
河
川
洪
水
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
を
作
成
し
、３
地
区
の
対
象
世
帯（
約

２
４
０
０
世
帯
）
に
全
戸
配
布
し
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
県
知
事
が
水
防
法
の
規
定
に
よ

り
指
定
し
た
大
井
川
と
須
佐
川
の
浸
水
想
定

区
域
図
を
基
に
し
た
も
の
で
、
約
30
年
に
１

回
程
度
起
こ
る
大
雨
に
よ
る
河
川
の
氾は
ん
ら
ん濫
を

想
定
し
た
も
の
で
す
。

　

来
年
度
以
降
、阿
武
川
、橋
本
川
、明
木
川
、

田
万
川
、
蔵
目
喜
川
（
吉
部
地
区
）
の
河
川

洪
水
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
順
次
作
成
し
、
対

象
世
帯
に
配
布
す
る
予
定
で
す
。

■
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
内
容

　

河
川
堤
防
が
万
が
一
決
壊
し
た
と
き
、
避

難
に
必
要
な
情
報
（
浸
水
想
定
区
域
と
浸
水

深
、
堤
防
決
壊
想
定
ポ
イ
ン
ト
、
避
難
所
）、

土
砂
災
害
危
険
箇
所
、
防
災
の
心
得
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。

※
地
域
で
避
難
訓
練
を
実
施
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
事
業
費
】
約
４
８
１
万
円
（
う
ち
18
年
度

事
業
費
４
２
０
万
円
）

◇
こ
の
マ
ッ
プ
は
、
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

や
市
政
情
報
コ
ー
ナ
ー
、
総
合
事
務
所
地

域
振
興
課
、
支
所
・
出
張
所
で
見
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ　

防
災
・
安
全
課
（
２
５
・
３
８
０
８
）

河
川
洪
水

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
を
作
成

栄
養
・
食
生
活

シ
リ
ー
ズ 

健
康
づ
く
り
④

健
康
増
進
課　

☎
２
６
・
０
５
０
０

　

食
生
活
は
、
た
だ
単
に
栄
養
を
取
る
と

い
う
だ
け
で
な
く
、
誰
も
が
食
や
健
康
の

正
し
い
知
識
を
身
に
つ
け
、
よ
い
食
習
慣

を
図
る
こ
と
が
大
切
で
す
。
健
康
づ
く
り

を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

◎
朝
食
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源

　

睡
眠
中
に
も
体
内
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
消

費
さ
れ
て
い
ま
す
。
朝
食
は
寝
て
い
る
間

に
消
費
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
補
給
す
る
大

切
な
食
事
で
、
睡
眠
中
に
下
が
っ
た
体
温

を
上
昇
さ
せ
、
ス
ッ
キ
リ
目
覚
め
さ
せ
て

く
れ
ま
す
。
朝
食
を
抜
く
こ
と
は
脳
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
源
で
あ
る
糖
が
補
給
さ
れ

ず
、
脳
が
半
分
眠
っ
た
状
態
に
な
り
、
仕

事
や
勉
強
に
集
中
で
き
な
く
な
っ
た
り
、

イ
ラ
イ
ラ
し
た
り
し
ま
す
。

　

特
に
成
長
期
の
子
ど
も
は
、
朝
食
を
摂

ら
な
い
と
、
体
が
目
覚
め
ず
、
朝
か
ら

ボ
ー
ッ
と
し
て
、
勉
強
に
集
中
で
き
ま
せ

ん
。
10
分
で
も
早
起
き
し
て
朝
食
を
食
べ

ま
し
ょ
う
。
ま
た
夜
食
が
多
い
と
、
朝
起

き
て
も
、
食
欲
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
早
寝
、
早
起
き
、
朝
ご
は
ん
」
で
健

康
づ
く
り
を
推
進
し
ま
し
ょ
う
。

相談　
　５日前、家を訪ねてきた事業
者から高額な布団を購入した。
何日か使用した後、冷静に考え
直すと不要と思ったので、解約
を申し出たが、もう使用したか
ら解約できないと言われた。本
当に解約できなかったのか。
アドバイス　
　訪問販売での契約は、特定商取引に関する法律で、クー
リング・オフ期間内に ｢クーリング・オフができない｣
などの虚偽の説明や脅迫などにより、クーリング・オフ
を妨害する行為があった場合は、８日を過ぎても、いつ
でもクーリング・オフができます。また、購入した布団
を使用していたとしても、代金を支払っていても、解約
はできます。
　契約を急がされても、その場では契約せず、家族など
と相談して、買い換えが必要か、金額は適当かなどを慎
重に判断することが大切です。
■問い合わせ　消費生活センター（２５・０９９９）

大
井
・
紫
福
・
須
佐
地
区

〜
朝
食
を
摂
ろ
う
！
〜
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も
持
っ
て
い
る
と
、
ま
っ
た
く
持
た
な
い

人
に
比
べ
て
心
臓
病
の
発
症
リ
ス
ク
が
約

５
倍
、
２
つ
持
っ
て
い
る
と
約
10
倍
、
３

〜
４
つ
併
せ
持
っ
て
い
る
と
な
ん
と
約
30

倍
に
な
る
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

病
気
を
治
す
に
は
長
い
時
間
が
必
要
で

す
。
一
生
の
つ
き
合
い
に
な
る
こ
と
も
珍

し
く
あ
り
ま
せ
ん
。
生
活
習
慣
を
見
直
す

こ
と
は
今
か
ら
で
き
る
こ
と
で
す
。
皆
さ

ん
が
ん
ば
り
ま
し
ょ
う
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
と

動
脈
硬
化

　

不
適
切
な
生
活
習
慣（
運
動
不
足
、
過

食
・
塩
分
過
多
、
喫
煙
、
飲
酒
、
ス
ト
レ
ス
）

は
身
体
に
さ
ま
ざ
ま
な
悪
影
響
を
及
ぼ

し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
生
活
習
慣
が
原
因
と

な
る
主
な
疾
患
に
は「
肥
満
症
」「
高
血
圧
」

「
糖
尿
病
」「
高
脂
血
症
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。

以
前
は「
成
人
病
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
し
た

が
、
最
近
は
生
活
習
慣
全
般
に
そ
の
原
因

が
あ
り
、
生
活
習
慣
の
改
善
で
病
気
の
発

生
を
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
と
の
考
え
か

ら「
生
活
習
慣
病
」と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
生
活
習
慣
病
は
そ
れ
ぞ

れ
が
独
立
し
た
別
の
疾
患
で
は
な
く
、
内

臓
に
脂
肪
が
蓄
積
し
た
肥
満
（
内
臓
脂
肪

型
肥
満
）
が
原
因
で
あ
る
こ
と
が
分
か
っ

て
き
ま
し
た
。
近
年
、
こ
の
内
臓
脂
肪
が

原
因
と
な
り
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
習
慣
病
を

発
症
し
た
状
態
の
こ
と
を
「
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
と
診
断
す
る
よ
う
に

な
り
、
動
脈
硬
化
性
疾
患
（
心
筋
梗
塞
、

狭
心
症
、
脳
梗
塞
、
閉
塞
性
動
脈
硬
化
症

な
ど
）
の
危
険
因
子
と
し
て
大
変
注
目
さ

萩
市
民
病
院  　

２
５
・
１
２
０
０

27

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
っ
て
、
な
に
？

れ
て
い
ま
す
。

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

診
断

【
必
須
項
目
】

①
内
臓
脂
肪
型
の
肥
満

　

内
臓
脂
肪
型
の
肥
満
か
ど
う
か
を
調
べ

る
に
は
、
お
へ
そ
の
位
置
の
腹
囲
を
計
り

ま
す
。
男
性
85
㎝
以
上
、
女
性
90
㎝
以
上

の
場
合
は
内
臓
脂
肪
型
の
肥
満
と
診
断
し

ま
す
。
男
性
よ
り
小
柄
な
女
性
の
腹
囲
が

５
cm
大
き
い
の
は
女
性
の
皮
下
脂
肪
が
厚

い
た
め
で
す
。

【
選
択
項
目
】

①
中
性
脂
肪
値
（
ト
リ
グ
リ
セ
リ
ド
）

１
５
０
mg
／
dl
以
上
。
ま
た
は
、
Ｈ
Ｄ
Ｌ

（
善
玉
）
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
値
40
㎎
／
dl

未
満

②
収
縮
期
血
圧
１
３
０
㎜
Hg
以
上
、
ま
た

は
拡
張
期
血
圧
85
㎜
Hg
以
上

③
空
腹
時
血
糖
１
１
０
㎎
／
dl
以
上

　

必
須
項
目
に
加
え
て
、
選
択
項
目
の

う
ち
２
項
目
以
上
を
満
た
せ
ば「
メ
タ
ボ

リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」の
該
当
者
と
診

断
さ
れ
ま
す
。

医師：河
かわばた

端 哲
て つ や

也

さ
ま
ざ
ま
な
生
活
習
慣
病
を
惹
き
起
こ
し
、
動
脈
硬
化
を
進
行
さ
せ
る

「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
が
近
年
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。

萩市民病院

（専門：内科・循環器科）

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の

持
つ
意
味

　

で
は
、
な
ぜ
「
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
」
を
よ
り
早
期
に
積
極
的
に
診
断

し
て
い
く
必
要
が
あ
る
の
で
し
ょ
う
か
。

該
当
す
る
人
は
、
危
険
因
子
で
あ
る
「
肥

満
症
」「
高
血
圧
」「
糖
尿
病
」「
高
脂
血

症
」
の
い
ず
れ
か
を
重
複
し
て
発
症
し
、

動
脈
硬
化
の
進
行
を
加
速
さ
せ
る
お
そ
れ

が
あ
る
た
め
で
す
。
危
険
因
子
を
1
つ
で

こんな人は要注意 !!
□お腹一杯になるまで食事をする
□間食、夜食が多い、食事時間が不規則
□濃い味、脂っこい食事が多い
□野菜をあまり摂らない
□甘い物が好き
□あまり運動しない
□飲酒、喫煙の習慣がある
自分の体を知って、生活習慣を見直しましょう！
□健康診断を受けましょう
□かかりつけ医に相談してみましょう
□日常生活に運動を取り入れてみましょう
　◦エレベーター、エスカレーターを使わずに階段を
　　使う
　◦車、自転車を使わずに歩いてみる
　◦１日１万歩を目標に歩いてみる
　◦テレビを見ている時にストレッチをしてみる
□食事に気を付けましょう
　◦１日３食規則正しく摂る
　◦糖分、塩分、脂肪を控える
　◦野菜を多く摂る
　◦間食、夜食を控える
　◦アルコールは控える
　　（休肝日を週２日、適量は日本酒なら１日１合、
　　ビールなら 1日中ビン 1 本）
□禁煙に努めましょう
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少林寺拳法創始 60 周年記念大会
（11 月４日　東京都）

少林寺

【中学生団体演武】
後列左から
秋尾琢

た く ろ う

朗（越ケ浜中３年）
阿部直也（越ケ浜中３年）
三好保

ほ の か

乃華（萩西中３年）
前列左から
本
もとつね

常浩一郎（越ケ浜中３年）
小松魁

か い し

士（萩東中３年）
上田祐輝（萩東中２年）

上野隆夫
（山口市、萩養護

学校勤務）

弓道

全日本弓道遠的
選手権大会

（10月26日〜28日
東京都）

阿部一
かずみち

道
（土原）

卓球

全日本社会人
卓球選手権大会

（11月２日〜４日
周南市）

【男子 100 ｍ】
岡忠

た だ し

志
（萩西中２年）

ジュニアオリンピック
陸上競技大会

（10月26日〜28日
神奈川県）

陸上

◆
学
校
花
壇
の
部
（
応
募
25
件
）

【
金
賞
】
多
磨
小
学
校

【
銀
賞
】
椿
東
小
学
校
、
越
ヶ
浜
小
学
校

◆
地
域
・
職
域
団
体
の
部
（
応
募
９
件
）

【
金
賞
】
萩
や
す
ら
ぎ
苑
斎
場
（
椿
東
）

【
銀
賞
】
萩
公
共
サ
ー
ビ
ス
（
土
原
）、

八
幡
区
自
治
会
（
田
万
川
）

◆
個
人
の
部
（
応
募
４
件
）

【
金
賞
】
岡
ま
さ
こ
（
平
安
古
町
）、佐
々

木
輝
雄
（
今
古
萩
町
）

【
銀
賞
】
原
田
好
里
（
須
佐
）

◆
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
・
プ
ラ
ン
タ
ー
部
門

（
応
募
10
件
）

【
金
賞
】
中
澤
初
良
（
椿
東
）

【
銀
賞
】
小
野
山
満
里
子
（
土
原
）

◆
年
間
最
優
秀
花
壇　

岡
ま
さ
こ
（
平

安
古
町
）

秋
の
花
い
っ
ぱ
い
コ
ン

ク
ー
ル
受
賞
者
決
定

多磨小学校（田万川）

　萩市の人権擁護委員として、10 月１
日付で法務大臣から委嘱されました（任
期３年）。家庭内のもめごと、不当な差別・
要求、人権に関わる相談、生活上の障害
など、お気軽にご相談ください。

■問い合わせ　福祉課人権推進室
（25・3131 内線 284）

川上地域
白石元

も と き

紀
（54·2725）

（新任）

むつみ地域　
山
やまあい

相孝
たかよし

美
（08388·8·0437）

（新任）

須佐地域
山本昌男

（08387·8·2056）
（新任）

田万川地域
桐
きりざき

崎利
と し た

太
（08387·2·0688）

（再任）

新しい人権擁護委員
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９
月
22
日
か
ら
30
日
ま
で
、
萩
の
美
し
い

町
並
み
を
着
物
姿
で
楽
し
む｢

着
物
ウ
ィ
ー

ク
in
萩｣

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

22
日
の
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
に
は
、
萩
市
観
光

大
使
の
松
前
ひ
ろ
子
さ
ん
（
写
真
右
）
の

ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
や
大
板
山
た
た
ら
太
鼓
の

演
奏
が
あ
り
、
着
物
姿
の
市
民
や
観
光
客
約

２
０
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
期
間
中
の
土･

日
曜
日
に
は
、｢

和
の
学
び
舎｣

と
題
し
た
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
が
行
わ
れ
、
多
く
の
観
光
客
や
市
民
が
水

引
き
教
室
や
ア
ー
ト
盆
栽
教
室
な
ど
を
楽
し

み
ま
し
た
。

　

９
月
28
日
か
ら
30
日
ま
で
、
萩
城
城
下
町

周
辺
で
「
萩
・
竹
灯
路
物
語
」
が
開
催
さ
れ
、

約
１
２
０
０
基
の
竹
灯
が
、
秋
の
夜
の
城
下

町
を
照
ら
し
ま
し
た
。

　

今
年
で
３
回
目
を
迎
え
る
こ
の
イ
ベ
ン

ト
。
今
年
は
初
の
試
み
と
し
て
「
竹
灯
創
作

コ
ン
テ
ス
ト
」
を
開
催
し
、
市
内
の
小
学
生

を
中
心
に
28
点
が
香
雪
園
（
呉
服
町
）
に
出

展
さ
れ
、
イ
ベ
ン
ト
に
花
を
添
え
ま
し
た
。

　

期
間
中
は
、「
着
物
ウ
ィ
ー
ク
in
萩
」
も

開
催
さ
れ
て
お
り
、
竹
灯
が
浮
か
び
あ
が
る

幻
想
的
な
景
色
を
着
物
姿
で
楽
し
む
観
光
客

も
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

【
三
年
橋
筋
】

　

堀
内
の
南
北
に
平
安
橋
に
至
る
道
で
す
。

こ
の
道
と
春
日
神
社
か
ら
西
に
向
か
う
道
と

の
交
点
に
三
年
橋
と
い
う
石
橋
が
あ
っ
た
こ

と
か
ら
名
付
け
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
こ
の

辺
り
は
坂
道
で
、
三
年
坂
筋
と
も
呼
ば
れ
ま

し
た
。
京
都
の
産
寧
坂
（
三
年
坂
）
と
同
じ

く
、
つ
ま
ず
き
転
ぶ
と
３
年
以
内
に
死
ぬ
と

言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
坂
道
な
の
で
、
通
行

に
注
意
を
促
す
た
と
え
だ
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

９
月
13
日
、
歴
史
街
道「
萩
往
還
」を
は
じ

め
と
す
る
中
国
地
方
の
６
ル
ー
ト
が
、
全
国

の
ト
ッ
プ
を
切
っ
て
国
土
交
通
省
が
新
設
し

た
「
日
本
風
景
街
道
」
に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

県
内
で
は
、
他
に
本
州
最
西
端
の
道
「
風
波

の
ク
ロ
ス
ロ
ー
ド
」（
下
関
市
）も
認
定
さ
れ

ま
し
た
。
萩
往
還
は
、
城
下
町
萩
と
三
田
尻

（
防
府
市
）を
ほ
ぼ
直
線
で
結
ぶ
約
53
㎞
の
街

道
で
、
国
の
史
跡
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
11
月
23
日
に
登
録
記
念
と
し
て
萩

往
還
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会（
佐
々
並
〜
明
木
）

が
開
催
さ
れ
ま
す
（
申
込
方
法
は
22
ペ
ー

ジ
）。

萩萩

萩・旭萩
藩
政
時
代
か
ら
萩
の
城
下
町
の
各
筋
に
つ
け

ら
れ
た
筋
名
の
う
ち
、
由
来
が
ユ
ニ
ー
ク
な

も
の
を
紹
介
し
ま
す
。

△右は旧児玉家長屋門

着
物
ウ
ィ
ー
ク
in
萩

着
物
歩
き
が
お
得
な
一
週
間

筋
名
お
も
し
ろ
ス
ト
ー
リ
ー
①

秋
の
夜
の
城
下
町
を
照
ら
す
竹
灯

秋
の
夜
の
城
下
町
を
照
ら
す
竹
灯

着
物
歩
き
が
お
得
な
一
週
間
着
物
ウ
ィ
ー
ク
in
萩

「
萩
往
還
」
が
日
本
風
景
街
道
に
登
録

「
萩
往
還
」
が
日
本
風
景
街
道
に
登
録

筋す
じ
め
い名
お
も
し
ろ
ス
ト
ー
リ
ー
①
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９
月
15
日
、
山
口
県
消
防
学
校
（
山

口
市
）
で
開
催
さ
れ
、
萩
市
の
代
表
と

し
て
５
チ
ー
ム
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

基
本
操
法
小
型
ポ
ン
プ
の
部
に
は
12

チ
ー
ム
が
出
場
し
、
田
万
川
第
６
分
団

（
増
山
正ま
さ
と登

分
団
長
）
が
優
勝
、
大
島

分
団
（
長
岡
榮
治
分
団
長
）
が
２
位
に

入
賞
し
ま
し
た
。

【
田
万
川
第
６
分
団
】

左
か
ら
、
松
岡
洋
祐
、
増
山
直
嗣
、
中

本
修
造
、
山
本
雄ゆ
う

、
島
田
剛

【
大
島
分
団
】

後
列
左
か
ら
、
長
岡
佑ゆ
う
す
け
昌
、
西
村
淳
一
、

刀
祢
直
樹
、
長
岡
榮
治
分
団
長
、
船
戸

剛
、
吉
光
智
一

萩・田万川

　

８
月
31
日
、
交
通
安
全
啓
も
う
全
国
キ
ャ

ラ
バ
ン
隊
の
一
行
が
む
つ
み
総
合
事
務
所
を

訪
れ
ま
し
た
。

　

内
閣
府
特
命
担
当
大
臣
か
ら
託
さ
れ
た
一

層
の
交
通
安
全
を
呼
び
か
け
る
メ
ッ
セ
ー
ジ

が
、
山
口
県
交
通
安
全
母
の
会
会
長
か
ら
瀧

口
副
市
長
に
伝
達
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、

保
育
園
の
園
児
た
ち
を
対
象
に
交
通
安
全
教

室
が
行
わ
れ
、
横
断
歩
道
の
渡
り
方
等
に
つ

い
て
指
導
し
ま
し
た
。

　

こ
の
キ
ャ
ラ
バ
ン
隊
は
、
県
内
６
か
所
を

ま
わ
り
、
島
根
県
、
鳥
取
県
へ
と
引
き
継
が

れ
て
い
き
ま
す
。

　

川
上
名
物
の
鮎
料
理
を
本
格
的
に
野
外
で
楽

し
ん
で
も
ら
お
う
と
、
９
月
９
日
、
萩
阿
武
川

温
泉
公
園
で
あ
ゆ
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
、
市
外

を
中
心
に
約
１
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。萩
・

阿
西
商
工
会
主
催
。

　

会
場
で
は
、
こ
の
日
を
楽
し
み
に
し
て
い
た

予
約
客
が
、
塩
焼
き
や
雑
炊
、
鮎
飯
、
甘
露
煮

な
ど
を
堪
能
。
お
客
さ
ん
の
一
人
は
「
甘
露
煮

が
大
好
き
で
す
。
柔
ら
か
く
煮
た
鮎
が
と
て
も

お
い
し
い
で
す
」
と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

塩
焼
き
は
、
予
約
客
以
外
に
当
日
会
場
を
訪

れ
た
人
に
も
即
売
さ
れ
ま
し
た
。

むつみ 川上

大島分団 田万川第６分団
（
基
本
操
法
小
型
ポ
ン
プ
の
部
）

交
通
安
全
啓
も
う
キ
ヤ
ラ
バ
ン
隊

交
通
安
全
啓
も
う
キ
ヤ
ラ
バ
ン
隊

鮎
の
甘
露
煮
が
大
好
き
で
す

〜
あ
ゆ
ま
つ
り
〜

鮎
の
甘
露
煮
が
大
好
き
で
す

〜
あ
ゆ
ま
つ
り
〜

山
口
県
消
防
操
法
大
会

田
万
川
第
６
分
団
が
優
勝

大
島
分
団
が
第
２
位
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須す
さ
の
お
の
み
こ
と

佐
之
男
命
の
伝
説
に
ち
な
ん
で
、
平
成
元

年
か
ら
ま
ち
お
こ
し
の
一
環
と
し
て
作
り
始
め

た
古
代
米
「
赤
米
」。
ホ
ル
ン
フ
ェ
ル
ス
に
向

か
う
道
路
沿
い
の
ほ
場
は
、
高
山
を
背
景
に
今

年
も
あ
か
ね
色
に
染
ま
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
弥
富
地
区
で
は
、
平
成
７
年
か
ら
転

作
田
を
利
用
し
て
積
極
的
に
生
産
に
取
り
組
む

よ
う
に
な
っ
た
「
そ
ば
」。
そ
の
白
い
そ
ば
の

花
も
水
田
一
面
に
咲
き
揃
い
ま
し
た
。

　

秋
到
来
を
感
じ
さ
せ
る
須
佐
地
域
の
２
つ
の

特
産
品
。
今
年
も
収
穫
を
祝
い
、
10
月
７
日
に

そ
ば
の
花
ま
つ
り
、
14
日
に
赤
米
フ
ェ
ス
タ
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

９
月
30
日
、
道
の
駅
・
あ
さ
ひ
で
「
秋
の

味
覚
収
穫
祭
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

新
米
コ
シ
ヒ
カ
リ
の
試
食
や
ど
ん
ぶ
り
め

し
３
合
の
早
食
い
大
会
な
ど
で
、
佐
々
並
産

コ
シ
ヒ
カ
リ
の
Ｐ
Ｒ
を
し
ま
し
た
。
試
食
の

感
想
を
聞
く
と
「
甘
味
が
あ
っ
て
美
味
し
い

で
す
ね
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
地
元
の
新
鮮
な
野
菜
や
な
し
、
ぶ

ど
う
、特
産
品
の
さ
さ
な
み
豆
腐
、こ
ん
に
ゃ

く
な
ど
の
販
売
も
行
わ
れ
、
道
の
駅
「
あ
さ

ひ
」
は
、
秋
の
味
覚
を
求
め
る
多
く
の
人
で

賑
わ
い
ま
し
た
。　

 

　

高
俣
地
区
の
む
つ
み
昆
虫
王
国
入
口
近
く

で
、
９
月
か
ら
ダ
チ
ョ
ウ
（
10
羽
）
の
飼
育

が
始
ま
り
ま
し
た
。

　

ダ
チ
ョ
ウ
は
、
寒
さ
や
暑
さ
に
強
く
、
飼

育
も
他
の
動
物
等
に
比
べ
手
が
か
か
ら
ず
生

育
が
早
い
と
い
う
こ
と
で
、
地
元
の
民
間
業

者
が
新
た
に
飼
育
を
始
め
た
も
の
で
す
。
現

在
は
生
後
３
〜
４
週
間
で
体
重
1.2
㎏
で
す

が
、
１
年
後
に
は
体
重
が
１
０
０
㎏
に
も
な

る
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

来
年
の
夏
に
は
、
ひ
ま
わ
り
ロ
ー
ド
や
昆

虫
王
国
と
連
携
し
な
が
ら
、
ダ
チ
ョ
ウ
と
ふ

れ
あ
え
る
場
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

９
月
20
日
、
平
わ
ら
び
台
活
性
化
交
流
施

設
で
、
国
際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
が
海

外
技
術
協
力
の
一
環
と
し
て
研
修
会
を
開
催

し
、
10
か
国
12
人
の
外
国
人
が
参
加
し
ま
し

た
。

　

こ
の
研
修
会
は
、
農
村
女
性
の
能
力
向

上
を
目
的
に
山
口
県
内
で
実
施
さ
れ
た
も
の

で
、
当
日
は
事
例
紹
介
や
意
見
交
換
が
行
わ

れ
、
参
加
者
は
通
訳
か
ら
の
説
明
を
真
剣
に

聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
成
果
が
自
国
で
活
か
さ
れ
、

男
女
と
も
に
活
力
あ
る
農
村
開
発
に
つ
な
が

る
こ
と
で
し
ょ
う
。

むつみ

須佐旭

福栄

△須佐の赤米△早食い大会

国
際
協
力
機
構
が
平
わ
ら
び
台
で
研
修

国
際
協
力
機
構
が
平
わ
ら
び
台
で
研
修

道
の
駅
・
あ
さ
ひ
で
秋
の
収
穫
祭

秋
到
来
！
〜
須
佐
の
赤
米
と
弥
富
の
そ
ば
〜

ダ
チ
ョ
ウ
の
飼
育
が
始
ま
り
ま
し
た

道
の
駅
・
あ
さ
ひ
で
秋
の
収
穫
祭

秋
到
来
！
〜
須
佐
の
赤
米
と
弥
富
の
そ
ば
〜

ダ
チ
ョ
ウ
の
飼
育
が
始
ま
り
ま
し
た
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新
し
い
健
診
制
度
が
平
成

20
年
度
か
ら
始
ま
り
ま
す

　

医
療
制
度
の
改
正
に
よ
っ
て
、

「
老
人
保
健
法
」
が
「
高
齢
者
の

医
療
の
確
保
に
関
す
る
法
律
」
に

な
り
ま
す
。
増
え
続
け
る
国
民
医

療
費
を
抑
制
し
、
よ
り
効
果
的
に

生
活
習
慣
病
を
予
防
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
健
診
と
保
健
指
導
の
方

法
が
新
し
く
な
り
ま
す
。

■
変
更
の
内
容

①
こ
れ
ま
で
実
施
し
て
い
た
基
本

健
康
診
査
は
、
特
定
健
康
診
査
・

特
定
保
健
指
導
に
な
り
ま
す
。

②
市
が
実
施
す
る
健
診
の
対
象
者

は
、
こ
れ
ま
で
の
40
歳
以
上
の
社

会
保
険
本
人
以
外
か
ら
、
40
歳
か

ら
74
歳
ま
で
の
国
民
健
康
保
険
加

入
者
に
な
り
ま
す
。

③
75
歳
以
上
の
方
は
、
後
期
高

齢
者
医
療
制
度
の
被
保
険
者
と
な

り
、
山
口
県
後
期
高
齢
者
医
療
広

域
連
合
か
ら
委
託
を
受
け
た
市
が

健
診
を
行
い
ま
す
。

④
そ
の
他
の
医
療
保
険
加
入
者

は
、そ
れ
ぞ
れ
の
医
療
保
険
者（
事

業
主
）
が
健
診
等
の
実
施
義
務
者

に
な
り
ま
す
。

⑤
65
歳
以
上
の
介
護
保
険
第
１
号

被
保
険
者
の
方
に
、
生
活
機
能
評

価
を
実
施
し
ま
す
（
要
介
護
１
〜

５
の
方
は
対
象
に
な
り
ま
せ
ん
）。

■
変
更
の
な
い
検
診

各
種
が
ん
検
診
・
骨
粗
鬆
症
検
診
・

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
診
・
歯
周
疾
患

検
診（
今
ま
で
ど
お
り
40
歳
以
上
、

子
宮
が
ん
は
20
歳
以
上
で
、
社
会

保
険
本
人
以
外
の
方
で
す
）。

問
い
合
わ
せ

萩
市
保
健
セ
ン
タ
ー

（
２
６
・
０
５
０
０
）

玉
江
保
育
園
跡
地
を
駐
車

場
と
し
て
利
用

　

市
で
は
玉
江
保
育
園
跡
地
の
有

効
活
用
を
検
討
し
て
き
ま
し
た

が
、
当
面
は
公
共
施
設
用
地
と
し

て
活
用
す
る
計
画
案
も
な
く
、
財

産
の
有
効
活
用
を
図
る
た
め
、
一

時
的
に
駐
車
場
と
し
て
利
活
用
す

る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

　

利
用
を
希
望
さ
れ
る
方
は
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

■
料
金　

３
０
０
０
円
（
月
額
）

■
区
画
数　

31
区
画

■
利
用
開
始　

11
月
中
旬
〜

申
し
込
み

財
政
課　
　
（
２
５
・
３
１
４
３
）

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い

〜
ま
ち
づ
く
り
交
付
金
の

事
後
評
価
の
公
表
〜

　

市
で
は
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金

を
活
用
し
、無
田
ヶ
原
口
地
区
で
、

老
人
福
祉
複
合
施
設
を
併
設
し
た

市
営
住
宅
の
建
て
替
え
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　

今
年
度
の
ま
ち
づ
く
り
の
目
標

不
要
品
活
用
銀
行

■
お
ゆ
ず
り
し
ま
す　

机
・
椅
子　

エ
レ
ク
ト
ー
ン　

庭
石

こ
た
つ　

食
卓
台　

ひ
な
人
形

園
児
服
（
夏
）　

扇
風
機　

米
び
つ

乗
用
ト
ッ
プ
カ
ー　

ゴ
ル
フ
セ
ッ
ト

五
月
人
形　

ス
キ
ー
板
・
キ
ャ
リ
ア

電
子
ピ
ア
ノ　

掲
示
板　

レ
コ
ー
ド

萩
市
史
（
２
・
３
巻
）　

布
団
・
毛
布

植
木
鉢

■
お
ゆ
ず
り
く
だ
さ
い　

ア
イ
ロ
ン　

ひ
な
人
形　

パ
ソ
コ
ン

ワ
ー
プ
ロ　

着
物　

も
の
ほ
し
台

障
子　

座
卓　

冷
蔵
庫　

冷
凍
庫　

テ
レ
ビ　

ミ
シ
ン　

原
付
バ
イ
ク　

椅
子
式
あ
ん
ま
機　

五
月
人
形

ベ
ビ
ー
カ
ー　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト

ベ
ビ
ー
サ
ー
ク
ル　

電
話
機

自
転
車　

ド
ラ
ム

◆
登
録
は
６
か
月
間
。登
録
者
と
直

接
交
渉
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。希
望

者
は
、広
報
課（
２
５
・
３
１
７
８
）へ

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。
成
立
し
た
場
合

や
登
録
を
取
り
消
さ
れ
る
場
合
も
ご

連
絡
く
だ
さ
い
。

達
成
状
況
や
、
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
方
策
に
つ
い
て
、
関
係
者
の
意

見
を
ま
と
め
た
事
後
評
価
原
案
を

10
月
に
作
成
し
た
の
で
公
開
し
ま

す
。
皆
さ
ん
か
ら
の
ご
意
見
を
お

寄
せ
く
だ
さ
い
。

■
評
価
結
果
の
ま
と
め
（
抜
粋
）

○
計
画
期
間　

平
成
16
〜
19
年
度

○
目
標

•
最
低
居
住
水
準
に
満
た
な
い
世

帯
の
解
消

•
保
健
福
祉
複
合
施
設
の
年
間
利

用
者
数

○
今
後
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
策

•
居
住
環
境
・
水
準
の
向
上
、
福

祉
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
育
成
な
ど

※
評
価
原
案
は
建
築
課
ま
た
は
萩

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
見
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

■
意
見
の
取
り
扱
い　

提
出
さ
れ

た
意
見
は
、
ま
ち
づ
く
り
交
付
金

評
価
委
員
会
の
審
議
資
料
と
し
ま

す
。

■
提
出
方
法　

10
月
31
日
ま
で

に
、
任
意
の
様
式
に
、
住
所
、
氏

名
、
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
建

築
課
へ
郵
送
（
当
日
消
印
有
効
）

問
い
合
わ
せ

〒
７
５
８
‐
８
５
５
５　

萩
市
建

築
課
（
２
５
・
２
３
１
４
）

市
税
等
の
収
納
業
務
の

時
間
延
長

　

市
役
所
収
納
課
で
は
、
平
日
の

午
後
７
時
ま
で
窓
口
業
務
を
時
間

延
長
し
、
市
税
・
国
民
健
康
保
険
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ナ
ー
内
蔵
録
画
機
器
を
購
入
す
れ

ば
視
聴
可
能
で
す
（
た
だ
し
、
画

質
や
機
能
な
ど
は
お
使
い
の
テ
レ

ビ
の
種
類
に
よ
り
制
限
さ
れ
ま

す
）。
ま
た
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
対

応
テ
レ
ビ
に
買
い
換
え
れ
ば
、
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
本
来
の
画
質
や

全
て
の
機
能
を
視
聴
で
き
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
総
務
省
地
デ
ジ
コ

ー
ル
セ
ン
タ
ー（
０
５
７
０
・
０
７

・
０
１
０
１
）に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

デ
ジ
タ
ル
推
進
大
使
が
や
っ
て
く
る

■
と
き　

10
月
29
日
（
月
）
午
後

１
時
〜

■
と
こ
ろ　

市
役
所
本
庁
ロ
ビ
ー

■
内
容

•
地
デ
ジ
受
信
相
談

•
デ
ジ
タ
ル
推
進
大
使
Ｐ
Ｒ
活
動

•
地
デ
ジ
映
像
モ
ニ
タ
ー
の
設
置

問
い
合
わ
せ

情
報
政
策
課
（
２
５
・
３
４
７
１
）

大
照
院
鐘
楼
門
保
存
修
理

工
事
の
見
学
会

　

鐘
楼
門
は
す
で
に
す
べ
て
の
部

材
の
解
体
を
終
え
、
現
在
は
再
用

で
き
る
部
材
の
選
別
作
業
や
修
復

作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

解
体
後
の
鐘
楼
門
基
壇
（
基
礎
部

分
）
周
辺
で
は
、
全
面
的
な
発
掘

な
ど
、
こ
れ
ま
で
の
ア
ナ
ロ
グ
放

送
に
は
な
か
っ
た
新
し
い
サ
ー
ビ

ス
が
楽
し
め
ま
す
。

　

現
在
、Ｎ
Ｈ
Ｋ
と
民
放
３
社（
Ｋ

Ｒ
Ｙ
、
Ｔ
Ｙ
Ｓ
、
Ｙ
Ａ
Ｂ
）
で
は
、

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
の
県
内
サ
ー

ビ
ス
エ
リ
ア
拡
大
の
た
め
順
次
中

継
局
の
建
設
を
進
め
て
い
ま
す
。

11
月
か
ら
、
萩
地
域
を
中
心
に
地

上
デ
ジ
タ
ル
放
送
を
視
聴
で
き
る

萩
デ
ジ
タ
ル
中
継
局
（
田
床
山
）

が
開
局
し
ま
す
。

　

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
は
、
現
在

ご
使
用
の
テ
レ
ビ
が
対
応
し
て
な

い
場
合
で
も
、
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー

ナ
ー
ま
た
は
デ
ジ
タ
ル
チ
ュ
ー

料
・
介
護
保
険
料
・
保
育
料
な
ど

を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

収
納
課　
　

 
（
２
５
・
３
２
０
９
）

い
よ
い
よ
萩
地
区
で
も

地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
開
始
！

萩
局
（
田
床
山
）
11
月
開
局

　

昨
年
10
月
、
地
上
デ
ジ
タ
ル

放
送
が
県
内
で
も
ス
タ
ー
ト
し
ま

し
た
。
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
で

は
、
ハ
イ
ビ
ジ
ョ
ン
の
高
画
質
・

高
音
質
に
加
え
て
、
ニ
ュ
ー
ス
や

天
気
予
報
が
い
つ
で
も
見
ら
れ
る

「
デ
ー
タ
放
送
」
や
携
帯
電
話
で

番
組
が
楽
し
め
る
「
ワ
ン
セ
グ
」

調
査
に
着
手
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
が
２
回
目
と
な
る
見
学
会

で
は
、
発
掘
現
場
と
発
掘
で
出
土

し
た
経
き
ょ
う
せ
き
石
（
小
石
に
お
経
の
経
文

を
墨
書
し
た
も
の
）
の
見
学
の
ほ

か
、
解
体
さ
れ
た
部
材
や
現
代
の

匠
た
ち
の
手
に
よ
っ
て
修
復
さ
れ

た
建
築
部
材
等
を
間
近
で
見
学
す

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
と
き　

10
月
20
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
午
後
２
時

■
と
こ
ろ　

大
照
院
境
内
（
椿
）

※
見
学
の
際
は
、
動
き
や
す
い
服

装
と
靴
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■
駐
車
場　

大
照
院
前
の
駐
車
場

ま
た
は
市
民
病
院
手
前
の
大
照
院

前
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

大
照
院
鐘
楼
門
修
理
事
務
所

（
２
６
・
６
２
４
０
）

山
口
県
最
低
賃
金
の
改
正

　

山
口
県
内
で
働
く
す
べ
て
の
労

働
者
に
適
用
さ
れ
る
山
口
県
最
低

賃
金
が
改
正
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の

金
額
に
満
た
な
い
額
で
働
か
せ
た

り
、
働
い
た
り
す
る
こ
と
の
な
い

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

■
最
低
賃
金　

１
時
間
６
５
７
円

■
効
力
発
生
の
日　

10
月
28
日

問
い
合
わ
せ

萩
労
働
基
準
監
督
署

（
２
２
・
０
７
５
０
）

中
小
企
業
退
職
金
共
済
制
度

　

中
小
企
業
で
働
く
従
業
員
の
退

職
金
を
国
が
補
助
す
る
制
度
で
、

事
業
主
が
掛
金
を
全
額
負
担
し
ま

す
。
安
全
・
確
実
・
有
利
な
こ
の

制
度
を
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■
制
度
の
特
色

・
掛
金
の
一
部
を
国
が
助
成
し
ま

す
。

・
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
の
方
も
加
入

で
き
ま
す
。

・
掛
金
は
税
法
上
、
全
額
非
課
税

に
な
り
ま
す
。

・
適
格
退
職
年
金
制
度
か
ら
の
移

行
先
で
す
。

■
掛
金
の
種
類

・
月
額
５
０
０
０
円
〜
３
万
円
の

16
種
類

・
短
時
間
労
働
者
は
２
０
０
０
円
、

３
０
０
０
円
、
４
０
０
０
円
の
特

例
掛
金
で
も
加
入
で
き
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

中
小
企
業
退
職
金
共
済
事
業
本
部

相
談
コ
ー
ナ
ー

（
０
８
２
・
２
４
０
・
７
１
５
１
）

問い合わせ　企画課（２５・３５６９）

と　き 校区・地区 会　場

10月16日㈫ 明木 旭マルチメディア
センター

10月23日㈫ 弥富 弥富交流促進
センター

10月25日㈭ 須佐 須佐文化センター

10月29日㈪ 小川 小川コミュニティ
センター

10月31日㈬ 江崎 田万川コミュニティ
センター

11月  7日㈬ 福川 福栄コミュニティ
センター

11月  9日㈮ 紫福 福栄農業担い手育成
センター

11月19日㈪ むつみ むつみ農村環境改善
センター

■時間　午後７時〜９時

萩・タウンミーティング
〜市長との対話の集会〜

10月

11月

△経石
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市
職
員
（
萩
市
民
病
院
）

給
水
装
置
工
事
事
業
者
の

追
加
指
定

　

次
の
業
者
を
新
た
に
指
定
業
者

に
し
ま
し
た
。

•
山
村
設
備
（
新
川
南
２
５
・
２

５
７
８
）

　

水
道
工
事
を
す
る
と
き
は
、
必

ず
市
の
指
定
業
者
へ
申
し
込
ん
で

く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

水
道
工
務
課
（
２
５
・
３
３
９
２
）

河
川
調
査
の
実
施

　

県
で
は
、
梅
雨
時
期
の
大
雨
や

台
風
に
よ
る
洪
水
・
高
潮
な
ど
の

災
害
発
生
時
に
迅
速
に
対
応
す
る

た
め
、
浸
水
が
想
定
さ
れ
る
河
川

流
域
の
現
地
調
査
を
実
施
し
ま
す

の
で
、ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

現
地
調
査
に
際
し
て
は
、
調

査
員
で
あ
る
こ
と
を
明
示
し
た
腕

章
・
身
分
証
明
書
を
携
行
し
ま
す
。

■
調
査
区
域
・
区
間

•
阿
武
川
（
萩
地
域
お
よ
び
川
上

地
域
）
約
15
㎞

•
橋
本
川
（
萩
地
域
）
約
５
㎞

•
明
木
川
（
明
木
地
区
）
約
10
㎞

•
蔵
目
喜
川
（
吉
部
地
区
）
約
10

◯
募
集
職
種

【
薬
剤
師
】

■
受
験
資
格　

昭
和
47
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
、
薬
剤
師

免
許
を
有
す
る
方
、
ま
た
は
平

成
20
年
３
月
実
施
の
薬
剤
師
国

家
試
験
に
合
格
し
当
該
免
許
を

取
得
す
る
見
込
み
の
方
で
、
市

内
に
居
住
で
き
る
方

■
募
集
人
数　

１
人

【
診
療
放
射
線
技
師
】

■
受
験
資
格　

昭
和
58
年
４
月

２
日
以
降
に
生
ま
れ
、診
療
放

射
線
技
師
免
許
を
有
す
る
方
、

ま
た
は
平
成
20
年
２
月
実
施
の

診
療
放
射
線
技
師
国
家
試
験
に

合
格
し
当
該
免
許
を
取
得
す
る

見
込
み
の
方
で
、市
内
に
居
住

で
き
る
方

■
募
集
人
数　

１
人

◯
採
用
試
験

■
試
験
内
容　

専
門
試
験
、適

性
検
査
、個
人
面
接
、健
康
診
断

■
試
験
日　

11
月
25
日
（
日
）

■
募
集
期
間　

10
月
15
日
〜
11

月
６
日
（
当
日
消
印
有
効
）

■
採
用
予
定
日　

平
成
20
年
４

月
１
日
（
免
許
取
得
見
込
み
の

場
合
は
５
月
１
日
）

◯
提
出
書
類

①
受
験
申
込
書
・
受
験
票　

②

最
終
学
校
卒
業
（
見
込
）
証
明

書　

③
最
終
学
校
成
績
証
明
書

④
免
許
書
の
写
し

※
受
験
申
込
書
お
よ
び
受
験
票

は
、
総
務
課
に
設
置
し
て
い
ま

す
。
ま
た
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

に
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◯
提
出
方
法

〒
７
５
８
‐
８
５
５
５　

萩
市

総
務
課
人
事
係
へ
郵
送
（
封
書

に
「
職
員
採
用
試
験
提
出
書
類

在
中
」
と
朱
書
き
し
て
郵
便
書

留
に
よ
る
）
ま
た
は
直
接
持
参

申
し
込
み

総
務
課　
（
２
５
･
１
２
３
９
）

市
職
員
（
萩
市
民
病
院
）

薬
剤
師　

診
療
放
射
線
技
師

募集

㎞•
田
万
川
（
田
万
川
地
区
）
約

14
・
５
㎞
お
よ
び
（
弥
富
地
区
）

約
２
・
５
㎞

■
調
査
期
間　

10
月
中
旬
〜
平
成

20
年
２
月
末
（
予
定
）

問
い
合
わ
せ

山
口
県
萩
土
木
建
築
事
務
所

（
２
２
・
０
０
８
４
）

密
輸
情
報
提
供
の
お
願
い

　

門
司
税
関
で
は
、
10
月
を
「
薬

物
及
び
銃
器
取
締
強
化
期
間
」
と

定
め
、
密
輸
の
取
締
り
及
び
情
報

収
集
を
強
化
し
ま
す
。
皆
さ
ん
か

ら
寄
せ
ら
れ
る
「
密
輸
に
関
す
る

情
報
」
は
、
密
輸
の
摘
発
に
つ
な

が
る
貴
重
な
手
掛
り
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

覚
せ
い
剤
・
麻
薬
等
の
不
正
薬

物
や
け
ん
銃
等
の
密
輸
に
関
係
が

あ
り
そ
う
な〝
不
審
な
話
〟や〝
う

わ
さ
〟
を
耳
に
さ
れ
た
ら
、
ど
ん

な
さ
さ
い
な
こ
と
で
も
結
構
で
す

の
で
、
税
関
へ
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
。

■
通
報
先　

門
司
税
関
密
輸
ダ
イ

ヤ
ル
（
24
時
間
受
付
）

（
０
１
２
０
・
４
６
１
・
９
６
１
）

第
１
回 

歴
史
街
道
萩
往
還

ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
大
会

　

〜
日
本
風
景
街
道
登
録
記
念
〜

■
と
き　

11
月
23
日
（
金
・
祝
）

午
前
９
時
〜
正
午

※
雨
天
の
場
合
は
中
止

■
集
合　

旭
イ
ベ
ン
ト
広
場
（
明

木　

明
木
バ
ス
停
山
手
）
午
前
８

時
30
分
）

※
ス
タ
ー
ト
地
点
ま
で
バ
ス
で
移

動
し
ま
す
。
市
役
所
本
庁
８
時
発

の
バ
ス
も
利
用
で
き
ま
す
。

■
行
程　

約
８
km　

旭
活
性
化
セ

ン
タ
ー
（
佐
々
並
）
ス
タ
ー
ト
⇨

萩
往
還
⇨
旭
イ
ベ
ン
ト
広
場
（
明

木
）
ゴ
ー
ル

■
参
加
資
格　

完
歩
で
き
る
方

（
小
学
生
以
下
は
保
護
者
同
伴
）

■
参
加
料　

一
般
５
０
０
円
、
中

学
生
以
下
３
０
０
円
（
保
険
代
を

含
む
）　

当
日
徴
収

■
定
員　

２
０
０
人
（
先
着
順
）

※
昼
食
は
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

■
主
催　

歴
史
の
道
「
萩
往
還
」

連
絡
協
議
会

■
申
込
方
法　

10
月
31
日（
必
着
）

ま
で
に
、
ハ
ガ
キ
ま
た
は
任
意
の

用
紙
に
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
電

募
集
期
間　

10
月
15
日
〜
11
月
６
日
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納
め
忘
れ
の
な
い
よ
う
に
早
め

に
納
め
ま
し
ょ
う
。
口
座
振
替
を

ご
利
用
の
方
は
、
10
月
31
日
に
引

き
落
と
し
と
な
り
ま
す
の
で
、
残

高
の
確
認
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

な
お
、
納
期
を
過
ぎ
る
と
督
促

料
や
延
滞
金
が
か
か
る
場
合
が
あ

り
ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

収
納
課　
　
（
２
５
・
３
５
７
５
）

10
月
は
、市
県
民
税
の
第
３

期
、国
民
健
康
保
険
料
、介
護

保
険
料
の
第
５
期
納
期
で
す

話
番
号
を
記
入
の
う
え
、
郵
送
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
、
Ｅ
メ
ー
ル

申
し
込
み

〒
７
５
８
‐
８
５
５
５　

萩
市
企

画
課
（
２
５・
３
１
０
２
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
２
６・
３
８
０
３
、
Ｅ
メ
ー
ル

kikaku@
city.hagi.yam

aguchi.
jp

）阿
武
川
源
流
ウ
オ
ッ
チ
ン
グ

■
と
き　

11
月
18
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
午
後
４
時

■
集
合
場
所　

市
役
所
前
庭

■
行
程　

阿
武
川
ダ
ム
・
発
電
所

見
学
⇨
阿
武
川
源
流（
水
出
の
泉
）

見
学
⇨
リ
ン
ゴ
狩
り
⇨
萩
市
役
所

■
対
象
者　

小
学
校
５
・
６
年
生

（
保
護
者
も
同
伴
で
き
ま
す
）

■
持
参
品　

弁
当
、
飲
料
水
、
タ

オ
ル
、
雨
具
（
傘
は
不
可
）

■
参
加
料　

無
料

■
定
員　

20
人
（
先
着
順
）

■
主
催　

阿
武
川
・
大
井
川
・
田

万
川
水
系
森
・
川
・
海
水
環
境
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
協
議
会
ほ
か

■
申
込
方
法　

10
月
31
日
ま
で

に
、住
所
、氏
名
、学
校
名
、学
年
、

電
話
番
号
を
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

申
し
込
み

環
境
衛
生
課
（
２
５
・
３
１
４
６
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
５
・
３
５
９
１
）

い
も
掘
り
フ
ェ
ス
タ

　

標
高
約
４
０
０
ｍ
の
平
蕨
台

で
、
自
然
を
満
喫
し
な
が
ら
、
秋

の
め
ぐ
み
・
サ
ツ
マ
イ
モ
を
収
穫

し
ま
す
。
市
外
か
ら
の
リ
ピ
ー

タ
ー
も
多
い
イ
ベ
ン
ト
で
す
。

■
と
き　

10
月
28
日
（
日
）
午
前

10
時
〜
午
後
２
時
30
分

■
と
こ
ろ　

夢
る
〜
ら
る
雲
海

（
福
井
上
）

■
参
加
料　

中
学
生
以
上
１
５
０

０
円
、
小
学
生
１
０
０
０
円

■
定
員　

２
０
０
人
（
先
着
順
）

■
主
催　

平
わ
ら
び
台
交
流
ツ

ア
ー
実
行
委
員
会

申
し
込
み

10
月
19
日
ま
で
に
、福
栄
総
合
事
務

所
経
済
課（
５
２
・
０
１
２
３
）へ

萩
も
の
し
り
博
士 

検
定

申
し
込
み
は
11
月
２
日
ま
で

■
と
き　

11
月
18
日
（
日
）
午
前

10
時
〜

■
と
こ
ろ　

山
口
福
祉
文
化
大
学

■
受
験
資
格
な
ど

【
修
士
課
程
】　

萩
を
愛
す
る
方
な

ら
ど
な
た
で
も
受
験
で
き
、
問
題

集
か
ら
択
一
式
の
１
０
０
問
が
出

題
さ
れ
ま
す
。
受
験
料
１
０
０
０

円【
博
士
課
程
】　

修
士
合
格
者
が
対

象
で
、
問
題
集
か
ら
択
一
式
と

記
述
式
の
問
題
が
出
題
さ
れ
難
易

度
は
高
く
な
り
ま
す
。
受
験
料

２
０
０
０
円

■
申
込
方
法　

11
月
２
日
ま
で

に
、
萩
博
物
館
備
え
付
け
の
申
込

用
紙
に
記
入
の
う
え
、
郵
送
ま
た

は
Ｆ
Ａ
Ｘ
。
申
込
用
紙
は
、
萩
博

物
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

申
し
込
み

〒
７
５
８
‐
０
０
５
７
萩
市
堀
内

３
５
５　

ま
ち
じ
ゅ
う
博
物
館
推

進
課
（
２
５
・
３
１
６
６
、
Ｆ
Ａ

Ｘ
２
５
・
３
１
４
２
）

　

萩
市
で
は
、
自
然
・
文
化
・
歴

史
と
調
和
し
、
潤
い
の
あ
る
景

観
形
成
に
寄
与
す
る
建
物
や
ま
ち

な
み
等
を
募
集
し
、「
萩
景
観
賞
」

と
し
て
表
彰
し
ま
す
。

◎
対
象

▽
戸
建
住
宅
、集
合
住
宅
、
店
舗
、

事
務
所
、工
場
等
の
建
築
物

▽
門
、
塀
、
看
板
等
の
工
作
物

▽
複
数
の
建
築
物
で
構
成
さ
れ
て

い
る
ま
ち
な
み
、
ま
ち
か
ど

※
指
定
文
化
財
、伝
統
的
建
造
物
や

伝
統
的
建
造
物
群
保
存
地
区
、歴
史

的
景
観
保
存
地
区
等
に
指
定
さ
れ

て
い
る
ま
ち
な
み
は
、対
象
外
で
す
。

【
景
観
形
成
部
門
】

◦
周
囲
の
景
観
と
調
和
し
、
萩
ら

し
い
景
観
の
形
成
に
寄
与
し
て
い

る
も
の

◦
萩
の
景
観
を
魅
力
あ
る
も
の
に

す
る
た
め
、
所
有
者
・
設
計
者
の

工
夫
と
努
力
が
み
ら
れ
る
も
の

◦
今
後
、
萩
の
景
観
形
成
の
規
範

と
な
り
、
長
く
市
民
に
親
し
ま
れ

る
と
思
わ
れ
る
も
の

【
歴
史
景
観
部
門
】

◦
意
匠
・
形
態
が
萩
の
歴
史
・
文

化
を
表
現
し
、
萩
ら
し
い
歴
史
景

観
の
保
全
に
寄
与
し
て
い
る
も
の

◦
萩
の
歴
史
景
観
を
守
り
続
け
て

い
く
に
あ
た
り
、
所
有
者
の
愛
情

と
努
力
が
み
ら
れ
る
も
の

◦
永
年
に
わ
た
り
萩
の
歴
史
景
観

を
構
成
し
、
長
く
市
民
に
親
し
ま

れ
て
き
た
も
の

■
募
集
期
間　

10
月
15
日
〜
26
日

■
応
募
方
法　

ま
ち
な
み
対
策
課

ま
た
は
各
総
合
事
務
所
施
設
課
備

え
付
け
の
応
募
用
紙
ま
た
は
任
意

の
用
紙
に
、
候
補
物
件
の
名
称
、

所
在
地
、
部
門
、
応
募
（
推
薦
）

理
由
、
応
募
者
（
推
薦
者
）
の
住

所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
、
郵
送
ま
た
は
Ｅ
メ
ー
ル

※
自
薦
他
薦
は
問
い
ま
せ
ん
。

※
応
募
用
紙
は
萩
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

か
ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

■
審
査　

市
民
投
票
と
景
観
審
議

会
に
お
い
て
審
査
。
11
月
に
候
補

物
件
の
写
真
を
展
示
し
、
投
票
を

受
け
付
け
ま
す
。

■
表
彰　

３
月
（
予
定
）

申
し
込
み

〒
７
５
８
‐
８
５
５
５　

萩
市
ま

ち
な
み
対
策
課
（
２
５
・
３
２
３

８
、
Ｅ
メ
ー
ルm

achi-nam
i@

city.hagi.yam
aguchi.jp

）、
各

総
合
事
務
所
施
設
課

萩
景
観
賞
の
候
補

募
集
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東京⇔萩・石見直行便の
ダイヤが11月１日から変わります！

萩市の行政番組
（ケーブルテレビ）放送予定

萩市の行政番組
（ケーブルテレビ）放送予定

★毎週木曜放映、金曜再放送

◆マイたうん萩（10 分間）
•10 月 18 日放送　男女共同参画推進月間
•10 月 25 日放送　景観計画

問い合わせ　広報課（２５・３１７８）

萩
・
卓
球
バ
レ
ー
交
流
大

会
に
参
加
し
ま
せ
ん
か

　

大
会
の
参
加
チ
ー
ム
と
、
当
日

の
運
営
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
を
募

集
し
ま
す
。

　

卓
球
バ
レ
ー
は
、
ネ
ッ
ト
の
下

を
錘
お
も
りの
入
っ
た
ピ
ン
ポ
ン
玉
を
く

ぐ
ら
せ
て
６
人
１
チ
ー
ム
で
行
い

ま
す
。
腰
掛
け
て
行
う
の
で
、
障

害
の
あ
る
人
も
、
障
害
の
な
い
人

も
楽
し
く
で
き
る
競
技
で
す
。

■
と
き　

12
月
15
日
（
土
）
午
前

10
時
30
分
〜
午
後
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　

萩
養
護
学
校
屋
内
運

動
場

■
参
加
料　

１
チ
ー
ム
２
０
０
０

円
主
催
・
申
し
込
み

10
月
31
日
ま
で
に
、
萩
・
卓
球
バ

レ
ー
実
行
委
員
会（
２
２
・
７
０
９

３
）
長
岡
へ

21
は
ぎ
市
民
会
議
全
体
講

演
会

　

環
境
保
全
の
視
点
か
ら
萩
を
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
？

■
と
き　

10
月
23
日
（
火
）
午
後

７
時
〜
９
時

■
と
こ
ろ　

サ
ン
ラ
イ
フ
萩

■
演
題　
「
自
然
環
境
回
復
へ
向

け
て
の
挑
戦
」

■
講
師　

池
田
武
邦
（
ハ
ウ
ス
テ

ン
ボ
ス
代
表
取
締
役
会
長
、
日
本

設
計
名
誉
会
長
）

■
入
場
料　

５
０
０
円

主
催
・
問
い
合
わ
せ

21
は
ぎ
市
民
会
議（
０
９
０
・
３
６

３
４
・
８
８
３
２
）
会
長
：
吉
見

萩
高
校 

文
化
講
演
会

Ｃ
・
W
・
ニ
コ
ル
講
演

　

卒
業
50
周
年
を
迎
え
る
萩
高
９

期
同
期
会
の
ご
支
援
に
よ
り
、
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

10
月
24
日
（
水
）
午
後

２
時
25
分
〜
４
時
10
分

■
と
こ
ろ　

萩
高
等
学
校
体
育
館

■
演
題　
「
誇
り
高
き
日
本
人
で

い
た
い
」

■
講
師　

C
・
W
・
ニ
コ
ル
（
作

家
。
テ
レ
ビ
や
講
演
な
ど
を
通
じ

て
環
境
問
題
に
積
極
的
に
活
動
）

■
定
員　

50
人
（
先
着
順
）

■
申
込
方
法　

10
月
19
日
ま
で

に
、
住
所
、
氏
名
を
萩
高
校
事
務

室
に
電
話
ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ

主
催
・
申
し
込
み

萩
高
等
学
校
（
２
２
・
０
０
７
６
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
２
２
・
０
２
５
６
）

地
域
子
育
て
支
援
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト　
〜
地
域
の
子
ど

も
は
地
域
で
育
て
る
〜

　

田
万
川
地
域
と
須
佐
地
域
が
合

同
で
、
子
育
て
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
が
で
き
る
「
子
育
て
講
座
」
を

開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

10
月
29
日
（
月
）
午
後

１
時
〜
４
時

■
と
こ
ろ　

須
佐
公
民
館

■
演
題　
「
子
や
孫
に
、
今
あ
な

た
は
何
を
伝
え
ま
す
か
」

■
講
師　

石
川
正
一
（
山
口
福
祉

文
化
大
学
准
教
授
）

※
伝
え
た
い
地
域
の
知
恵
や
技
の

地
図
を
作
成
し
ま
す
。

■
主
催　

萩
市
教
育
委
員
会

申
し
込
み

10
月
24
日
ま
で
に
、生
涯
学
習
課

（
２
６
・
５
６
３
６
）、江
崎
公
民
館

（
０
８
３
８
７
・
２
・
０
２
１
１
）、

須
佐
公
民
館（
０
８
３
８
７
・
６
・

２
３
１
０
）へ

シ
ニ
ア
の
た
め
の
パ
ソ
コ

ン
会
計
補
助
講
習

■
と
き　

11
月
13
日
（
火
）
〜
12

月
５
日
（
水
）
午
前
９
時
〜
午
後

４
時
（
土
・
日
曜
日
、
祝
日
を
除

く
全
16
日
間
）

■
と
こ
ろ　

長
門
商
工
会
議
所

（
長
門
市
東
深
川
１
３
２
１
‐
１
）

■
内
容　

パ
ソ
コ
ン
の
操
作
お
よ

び
パ
ソ
コ
ン
会
計
の
日
次
処
理
･

月
次
処
理
･
決
算
処
理
の
習
得

■
対
象
者　

雇
用
・
就
職
を
希
望

す
る
60
歳
代
前
半
の
方

■
定
員　

20
人
（
応
募
多
数
の
場

合
は
抽
選
）

■
申
込
方
法　

10
月
30
日
ま
で

に
、
ハ
ガ
キ
に
講
習
名
、
住
所
、

氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）、年
齢
、性
別
、

生
年
月
日
、
電
話
番
号
を
記
入
の

う
え
郵
送

主
催
・
申
し
込
み

〒
７
５
３
‐
０
０
７
４
山
口
市
中

央
４
‐
３
‐
６　

山
口
県
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会（
０
８

３
・
９
２
１
・
６
０
７
０
）

家
庭
教
育
セ
ミ
ナ
ー
「
パ

パ
＆
マ
マ
セ
ミ
ナ
ー
」

■
と
き　

11
月
９
日
（
金
）
午
前

10
時
30
分
〜
11
時
30
分　

   

■
と
こ
ろ　

萩
幼
稚
園

東京便 東京 （大阪） 萩・石見空港  （大阪）  東京
出発 到着 出発 到着

11月〜
（〜10月）

7：20
（7：25） ⇒ 9：05

（8：55）
9：35

（9：25） ⇒ 10：55
（10：55）

変更なし 14：00 着15：00 17：05 17：30 着18：30 20：10発16：00 発19：00

▷ ▷ ▷ ▷
観光課（２５・３１３９）

※直行便下段のカッコ内は10月31日までの時刻です。

萩・石見空港 



市報HAGI●2007（平成19）年10月15日号��

■
演
題　
「
子
ど
も
か
ら
の
メ
ッ

セ
ー
ジ
」

■
講
師　

国
広
勝
代
（
山
口
福
祉

文
化
大
学
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
学
部

教
授
）　　

■
対
象
者　

ど
な
た
で
も
参
加
で

き
ま
す
。

申
し
込
み

11
月
２
日
ま
で
に
、
生
涯
学
習
課

（
２
６
・
５
６
３
６
）
へ

次
世
代
育
成
支
援
協
働

フ
ォ
ー
ラ
ム
in
や
ま
ぐ
ち

　

萩
を
は
じ
め
と
す
る
県
内
６
市

と
子
育
て
サ
ー
ク
ル
が
実
行
委
員

会
を
組
織
し
ま
す
。
子
育
て
し
や

す
い
環
境
づ
く
り
に
つ
い
て
考
え

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と
き　

11
月
10
日
（
土
）
午
前

10
時
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ　

山
口
県
総
合
保
健
会

館
（
山
口
市
）

■
内
容　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ

シ
ョ
ン
「
協
働
で
描
く
子
育
て
支

援
の
新
し
い
カ
タ
チ
」、
分
科
会

■
対
象
者　

子
育
て
中
の
親
、
子

育
て
支
援
関
係
者

※
託
児
が
あ
り
ま
す
。

■
申
込
方
法　

11
月
６
日
ま
で

に
、
子
育
て
支
援
課
ま
た
は
各
総

合
事
務
所
健
康
福
祉
課
備
え
付
け

の
申
込
用
紙
を
Ｆ
Ａ
Ｘ
ま
た
は
Ｅ

メ
ー
ル

※
申
込
用
紙
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

http://forum
.soreccha.jp/

主
催
・
申
し
込
み

次
世
代
育
成
支
援
協
働
フ
ォ
ー
ラ

ム
山
口
実
行
委
員
会（
０
９
０
・
３

７
４
４
・
８
６
８
１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ

０
８
３
・
９
２
８
・
１
７
２
２
、
Ｅ

メ
ー
ルhussyh1110@

yahoo.
co.jp

）

子
育
て
相
談
会

　
「
落
ち
着
き
が
な
い
」「
こ
だ
わ

り
が
強
い
」「
友
だ
ち
と
う
ま
く

遊
べ
な
い
」
な
ど
、
お
子
さ
ん
の

行
動
や
発
達
で
気
に
な
る
こ
と
を

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
と
き
・
と
こ
ろ　

①
11
月
９
日

（
金
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

須
佐
保
健
セ
ン
タ
ー
、
②
11
月
13

日
（
火
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

萩
市
保
健
セ
ン
タ
ー

■
対
象
者　

原
則
と
し
て
５
歳
児

（
年
中
児
）
の
保
護
者

■
相
談
員　

臨
床
心
理
士
、
保
健

師
な
ど

■
申
込
方
法　

10
月
26
日
ま
で

に
、
各
保
育
園
・
幼
稚
園
ま
た
は

萩
市
教
育
委
員
会
、
教
育
委
員
会

各
地
域
事
務
所
へ
申
込
書
を
提
出

主
催
・
問
い
合
わ
せ

学
校
教
育
課
（
２
５
・
３
５
６
２
）

無
料
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　

山
口
県
司
法
書
士
会
で
は
、
昨

年
10
月
に
無
料
法
律
相
談
セ
ン

タ
ー
を
開
設
し
、
月
３
回
、
司
法

書
士
に
よ
る
無
料
法
律
相
談
会
を

行
っ
て
い
ま
す
。

■
と
き　

毎
月
第
２
・
３
・
４
土
曜

日
午
後
１
時
〜
５
時

■
と
こ
ろ　

総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

※
会
場
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

■
内
容　

相
続
等
に
よ
る
不
動
産

の
登
記
に
関
す
る
相
談
、
会
社
・

法
人
の
設
立
や
役
員
変
更
等
に
関

す
る
相
談
、
多
重
債
務
や
成
年
後

見
制
度
に
関
す
る
相
談
な
ど

※
事
前
に
予
約
が
必
要
で
す
（
受

付
時
間
は
午
前
10
時
〜
正
午
、
午

後
１
時
〜
４
時
）。

■
相
談
時
間　

１
組
30
分

申
し
込
み

山
口
県
司
法
書
士
会

（
０
８
３
・
９
２
４
・
５
２
２
０
）

県
立
萩
美
術
館
・
浦
上
記
念
館

☎
２
４
・
２
４
０
０

　

日
本
陶
芸
史
に
輝
か
し
い
足

跡
を
残
し
た
、
近
代
陶
芸
の
巨

匠
・
岡
部
嶺
男
（
１
９
１
９
〜

１
９
９
０
年
）
の
没
後
初
と
な
る

回
顧
展
で
す
。

　

岡
部
は
陶
磁
器
の
産
地
と
し
て

知
ら
れ
る
愛
知
県
瀬
戸
に
て
、
陶

芸
家
・
加
藤
唐
九
郎
の
長
男
と
し

て
生
ま
れ
ま
し
た
。
地
元
の
伝
統

技
法
を
も
と
に
作
陶
を
広
げ
、
な

か
で
も
器
全
体
の
全
面
に
縄
文

を
施
し
た
織
部
や
志
野
の
作
品

は
、
極
め
て
独
自
性
が
高
く
、
高

◆
開
会
記
念
ト
ー
ク
・
セ
ッ
シ
ョ

ン 

岡
部
嶺
男
を
語
る（
聴
講
無
料
）

■
と
き　

10
月
17
日
（
水
）
午
前

11
時
〜
午
後
０
時
30
分

■
講
師　

岡
部
美
喜
、三
輪
休
雪
、

中
林
幸
雄

■
定
員　

80
人
（
先
着
順
）

記
念
講
演
会

岡
部
嶺
男
の
陶
芸
（
聴
講
無
料
）

岡
部
嶺
男
展

青磁を極める―

い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。
ま
た

〈
粉ふ
ん
せ
い
じ

青
瓷
〉〈
翠す
い
せ
い
じ

青
瓷
〉〈
窯
変
米
色

青
瓷
〉
な
ど
、
世
に
「
嶺
男
青
瓷
」

と
呼
ば
れ
る
独
特
の
釉
調
や
釉
色

の
青
瓷
釉
を
ま
と
う
作
品
を
生
み

出
し
ま
し
た
。

　

初
期
か
ら
最
晩
年
ま
で
の
作
品

約
１
７
０
点
で
岡
部
嶺
男
と
い
う

偉
大
な
陶
芸
家
の
軌
跡
を
辿
り
ま

す
。

■
休
館
日　

月
曜
日

■
観
覧
料　

一
般
１
０
０
０
円
、

学
生
８
０
０
円

10/
　▽
12/

17
６

㊌

㊍

■
と
き　

10
月
20
日
（
土
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時

■
講
師　

唐
澤
昌
宏
（
東
京
国
立

近
代
美
術
館
・
主
任
研
究
員
）

■
定
員　

80
人
（
先
着
順
）

ギ
ャ
ラ
リ
ー
ツ
ア
ー

（
学
芸
員
に
よ
る
作
品
解
説
）
10

月
21
日
（
日
）、
28
日
（
日
）
午

前
11
時
〜
正
午

翠
青
瓷
鼎
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第
３
回
萩
市
美
術
展

　

今
年
か
ら
小
・
中
学
生
の
部
を

設
け
、書
と
絵
画
を
展
示
し
ま
す
。

■
と
き　

10
月
21
日
（
日
）
〜
28

日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館

■
展
示
数　

１
３
４
点
（
一
般
の

部
）　

平
面
（
53
点
）、
立
体
（
12

点
）、
書
（
31
点
）、
写
真
（
38
点
）

■
表
彰
式
・
講
評　

21
日
（
日
）

午
前
11
時
〜

問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
推
進
課

（
２
５
・
３
５
９
０
）

秋
の
園
芸
展

【
盆
栽
・
山
草
展
】

■
と
き　

11
月
１
日
（
木
）
〜
４

日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

【
お
も
と
展
】

■
と
き　

11
月
２
日
（
金
）
〜
４

日
（
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

い
ず
れ
も
市
民
館

■
主
催　

萩
園
芸
友
の
会

問
い
合
わ
せ

中
央
公
民
館
（
２
５
・
３
５
１
１
）

お
成
り
道
劇
場 

公
演

　

田
町
商
店
街
の
活
気
を
取
り
戻

す
恒
例
企
画
で
す
。
今
回
か
ら
萩

劇
場
を
「
お
成
り
道
劇
場
」
に
改

め
上
演
し
ま
す
。

■
と
き　

10
月
21
日
（
日
）
午
後

１
時
30
分
〜
３
時
30
分

■
と
こ
ろ　

田
町
イ
ベ
ン
ト
ホ
ー

ル
（
ジ
ョ
イ
２
０
１
）

■
内
容　

鹿
島
劇
団
に
よ
る
新
舞

踊「
華
の
絵
巻
」、人
情
時
代
劇「
因

果 
屋
車
義
兄
弟
」

■
入
場
料　

１
０
０
０
円

■
チ
ケ
ッ
ト
販
売　

田
町
商
店
街

振
興
組
合
連
合
会
事
務
局
（
ジ
ョ

イ
２
０
１ 

２
階
）、
萩
お
み
や
げ

博
物
館

主
催
・
問
い
合
わ
せ

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
北
浦
音
楽
芸
能
文
化

協
会
（
２
２
・
１
３
４
５
）

萩
市
民
音
楽
祭

　

今
年
は
市
民
音
楽
祭
の
後
夜
祭

も
開
催
し
ま
す
。

■
と
き　

11
月
３
日
（
土
）
午
後

０
時
30
分
〜
４
時
30
分

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容　

小
・
中
・
高
・
一
般
で
、

音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
等
に
上
位
入
賞

さ
れ
た
個
人
、
団
体
の
発
表

■
入
場
料　

３
０
０
円
（
高
校
生

以
下
無
料
）

【新川地区】

■工事期間　11 月上旬〜平成
　20 年３月下旬
■工事時間　午前８時 30 分〜
　午後５時
※夜間、日曜日は開放
■規制内容　車両通行止め
　（歩行者、自転車を除く）

【椿地区】

■工事期間　10 月下旬〜平成
　20 年３月下旬
■工事時間　午前８時 30 分〜
　午後５時
※夜間、日曜日は開放
■規制内容　車両片側交互通行
　（歩行者、自転車を除く）

通
行
規
制
に
ご
協
力
を
◉
下
水
道
工
事

■
問
い
合
わ
せ　

下
水
道
建
設
課
（
２
５
・
４
６
５
１
）

【
後
夜
祭
】

■
と
き　

11
月
３
日
（
土
）
午
後

７
時
〜
９
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容　

イ
タ
リ
ア
在
住
の
ソ
プ

ラ
ノ
歌
手
、
テ
ノ
ー
ル
歌
手
、
ピ

ア
ニ
ス
ト
に
よ
る
記
念
演
奏

■
入
場
料　

一
般
２
０
０
０
円
、

学
生
１
０
０
０
円

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
音
楽
協
会
（
２
５
・
２
９
０
２
）

長
門
峡
も
み
じ
ま
つ
り

■
と
き　

11
月
３
日
（
土
・
祝
）

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　

長
門
峡
龍
宮
淵
駐
車

場■
内
容　

鮎
の
塩
焼
き
、
特
産
品

等
の
販
売
、
も
ち
ま
き
（
午
前
11

時
、
午
後
２
時
）
な
ど

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
・
阿
西
商
工
会
内
川
上
観
光
協

会
（
５
４
・
５
５
０
０
）

萩
往
還
鉄
人
マ
ラ
ソ
ン

　

萩
往
還
、
男お
ん
だ
け岳

、
東
ひ
が
し
ほ
う
べ
ん
ざ
ん

鳳
翩
山
な

ど
の
険
し
い
山
々
を
越
え
、
体
力

と
精
神
力
の
限
界
に
挑
む
37
㎞
の

鉄
人
コ
ー
ス
。

■
と
き　

11
月
４
日
（
日
）
午
前

８
時
30
分
〜
午
後
３
時

市民シアター ツイン・シネマ
※火曜日休館 （☎２６・６７０５）
24時間上映案内 ☎２６・６７０６
●怪談                 10/13〜
●シッコ 　　       10/13〜
●ラッシュアワー３      

 〜10/19
●ファンタスティック４

 〜10/24
◆文化庁優秀映画鑑賞会
10/15㈪〜19㈮（500円）

　10時30分から1回上映
　阪妻、長谷川一夫、千恵蔵な
　ど時代劇のスター競演
•15日 銭形平次（長谷川一夫）
•17日 旗本退屈男

（市川右太衛門）
•18日 大江戸五人男（阪妻）
•19日 赤穂浪士（片岡千恵蔵）
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11日
■
と
き　

11
月
10
日
（
土
）
11
日

（
日
）
午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　

市
役
所
周
辺
、
市
民

館
、
田
町
商
店
街

▽
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
セ
レ
モ
ニ
ー

10
日（
土
）正
午
〜　

市
役
所
前
ス

テ
ー
ジ（
も
ち
ま
き
が
あ
り
ま
す
）

▽
地
域
対
抗
の
ど
自
慢
大
会　

10

日
（
土
）
午
後
１
時
〜　

市
民
館

大
ホ
ー
ル

▽
萩
の
産
業
を
知
ろ
う　

10
日

（
土
）
午
後
２
時
10
分
〜　

市
役

所
前
ス
テ
ー
ジ

※
地
酒
、
菓
子
、
海
産
物
、
農

産
物
等
の
特
産
品
な
ど
を
集
め
た

コ
ー
ナ
ー
も
設
け
ま
す
。

▽
11
日
（
日
）
午
前
10
時
〜　

市

役
所
前
、
第
３
駐
車
場

•
萩
時
代
パ
レ
ー
ド

▽
11
日
（
日
）
午
後
１
時
〜　

市

役
所
前
〜
金
谷
神
社

　

民
謡
「
男
な
ら
」
披
露
や
、
岩

国
藩
鉄
砲
隊
実
演
な
ど
も
あ
り
ま

す
。問

い
合
わ
せ

商
工
課　
　
（
２
５
・
３
５
８
３
）

□須佐ふるさとまつり
▷ 11 月３日（土・祝）午前９時 30 分〜午後
３時 30 分　▷須佐総合事務所周辺　▷物産販
売、郷土芸能、のど自慢、もちまきなど
▷須佐総合事務所（０８３８７・６・２２１２）

□むつみふるさとまつり
▷ 11 月３日（土・祝）午前９時 30 分〜午後
３時 30 分　▷むつみＢ＆Ｇ海洋センター
▷むつみ神楽舞、漫談、もちまき、ジャンボし
し鍋、イノシシの焼肉など
▷むつみ総合事務所（０８３８７・６・０２１１）

□かわかみふるさとまつり
▷ 11 月４日（日）午前９時 30 分〜午後３時
15 分　▷川上公民館駐車場ほか　▷大豆早つ
まみ競争、スギ丸太早切り競争、鮎のつかみど
り、もちまきなど
▷川上総合事務所（５４・２４７１）

□福栄ふるさとまつり
▷ 11 月４日（日）午前９時 30 分〜午後３時
30 分　▷道の駅・ハピネスふくえ　▷マウン
テンマウスの音楽＆トーク、マジック、生涯学
習発表会、松茸汁など　
▷福栄総合事務所（５２・０１２２）

■
と
こ
ろ　

旭
地
域
（
明
木
小
学

校
ス
タ
ー
ト
、
佐
々
並
小
学
校

ゴ
ー
ル
）

問
い
合
わ
せ

教
育
委
員
会
旭
地
域
事
務
所

（
５
５
・
０
０
１
４
）

萩
市
合
同
吟
剣
詩
舞
大
会

■
と
き　

11
月
４
日
（
日
）
午
前

９
時
〜
午
後
５
時

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
内
容　

市
内
で
活
動
し
て
い
る

詩
吟
、
剣
舞
、
詩
舞
の
12
団
体
に

よ
る
発
表

主
催
・
問
い
合
わ
せ

萩
市
吟
剣
詩
舞
連
盟（
２
２
・
４
４

２
５
）
稲
尾

劇
団
四
季
フ
ァ
ミ
リ
ー

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
「
魔
法
を

す
て
た
マ
ジ
ョ
リ
ン
」

　

魔
法
を
使
っ
た
り
、
空
を
飛
ん

だ
り
、
ド
キ
ド
キ
、
ハ
ラ
ハ
ラ
、

見
逃
せ
な
い
場
面
ば
か
り
の
フ
ァ

ミ
リ
ー
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
で
す
。

■
と
き　

平
成
20
年
２
月
16
日

（
土
）
午
後
６
時
30
分
〜
（
開
場

６
時
）

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
入
場
料　

全
席
指
定
４
２
０
０

円
（
３
歳
以
上
）

※
当
日
は
５
０
０
円
増
し

■
前
売
券
販
売
開
始
日　

11
月
１

日
（
木
）

■
発
売
所　

市
役
所
案
内
係
、
ア

ト
ラ
ス
萩
店
、
サ
ン
リ
ブ
萩
、
萩

楽
器
店
ほ
か

■
主
催　
「
劇
団
四
季
」
萩
公
演

実
行
委
員
会

問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
推
進
課

（
２
５
・
３
５
９
０
）

地域のふるさとまつり
（問）各総合事務所の地域振興課

萩
ふ
る
さ
と
ま
つ
り

10土

11日

11　

こ
の
フ
ラ
メ
ン
コ
は
、
昨
年
の

国
民
文
化
祭
・
や
ま
ぐ
ち
２
０
０

６
で
、
田
万
川
地
域
江
崎
の
西
堂

寺
に
ま
つ
わ
る
民
話
を
題
材
に
創

作
さ
れ
、
鑑
賞
さ
れ
た
方
々
か
ら

絶
賛
さ
れ
ま
し
た
。

■
と
き　

11
日
（
日
）
①
午
前
11

時
〜　

②
午
後
２
時
30
分
〜

■
と
こ
ろ　

市
民
館
大
ホ
ー
ル

■
入
場
料　

１
０
０
０
円
（
全
席

自
由
）

■
入
場
券
取
扱
所　

市
役
所
案
内

係
、
各
総
合
事
務
所
、
ア
ト
ラ
ス

萩
店
、
サ
ン
リ
ブ
萩
、
萩
楽
器
店

問
い
合
わ
せ

市
民
活
動
推
進
課

（
２
５
・
３
５
９
０
）

創
作
フ
ラ
メ
ン
コ　
　

「
ア
モ
ー
ル
de
お
菊
」
公
演

長
州
と
こ
と
ん
総
踊
り

11日
萩
時
代
ま
つ
り

11日



市報HAGI●2007（平成19）年10月15日号 ��

●おはなしの森（子ども図書館） 毎週火・金曜11：00〜11：30
16（火）あんずの会（読書会） 14：00〜 萩図書館
17（水）リサイクル新聞の日 9：30〜 萩図書館
20（土）むかしむかしの会 14：30〜子ども図書館
24（水）おはなしのろうそく 14：30〜 須佐図書館
27（土）読書週間特別行事 〜11/11 9：30〜萩・須佐図書館

古本市 〜28日 9：30〜 須佐図書館
正ちゃんの手品でショー！ 11：00〜子ども図書館
わくわくの会 14：30〜子ども図書館

28（日）萩図書館まつり（リサイクル雑誌の日） 9：30〜 萩図書館
30（火）茶話会（読書会） 14：00〜 須佐図書館

【休館日】 各図書館：毎週月曜、17日（水） 明木図書館：28日（日）

■問い合わせ 健康増進課☎ 26-0500、各総合事務所健康福祉課

24㊌
健康福祉センター ☎25・2663

　心の健康相談 13：00〜
※下記は、要予約

田万川 地域
13：30〜田万川保セ
9：30〜田万川保セ

13：30〜20区公会堂

●ポリオ予防接種
●すくすく赤ちゃん相談会
　20 区健康相談

16 ㊋
19 ㊎
25 ㊍

むつみ 地域
9：30〜むつみコミュニティ

10：00〜むつみ農村環境改善セ
　ヘルシー☆クッキング
●乳幼児相談

16 ㊋
19 ㊎

福栄 地域
9：30〜福栄保セ
9：30〜福栄保セ

10：00〜福栄保セ

　福川診療所医師講演会
●乳児相談（育児ふれあい体験学習）
●のびのび会

17 ㊌
18 ㊍
25 ㊍

旭 地域
14：00〜旭マルチメディアセ

10：00〜旭保セ
●ポリオ予防接種
　ヨガ健康講座

16 ㊋
18 ㊍

川上 地域
9：30〜立野公民館
10：00〜川上保セ

　健康管理教室（立野）
●とことこクラブ

23 ㊋
毎週㊍

須佐 地域
9：30〜須佐保セ
9：30〜須佐保セ
9：30〜須佐保セ
9：30〜やまびこ
9：30〜須佐保セ
9：30〜やまびこ

13：30〜須佐保セ

●育児学級
　須佐元気もりもり体操
●妊産婦健康相談
　弥富はつらつ楽食会　
　須佐はつらつ楽食会
　弥富元気もりもり体操
　活き活きリハ会

17 ㊌
18 ㊍
22 ㊊
23 ㊋
24 ㊌
26 ㊎
29 ㊊

※保セ
4 4

は保健センター　●は母子関係の行事

16（火）萩グラウンドゴルフ協会秋季会長杯大会
9：00〜萩ウェルネスパーク多目的広場

19（金）萩市長杯グラウンドゴルフ大会（萩市老連）
9：00〜萩ウェルネスパーク多目的広場

むつみ地区対抗バレーボール大会
9：00〜むつみＢ＆Ｇ海洋センター体育館

20（土）中国大学バレーボールリーグ戦秋季大会 〜21日
9：00〜市民体育館

旭地域秋季ふれあいグラウンドゴルフ大会
9：00 〜萩市旭農林漁業者等イベント広場

21（日）川上地域大運動会　　　8：30〜川上中グラウンド
福栄地域大運動会　　　8：30〜福栄中グラウンド
会長杯争奪軟式野球大会（Ａ級）9：00〜萩スタジアム

●萩市民秋季ソフトボール大会（予選）
9：00 〜萩ウェルネスパーク多目的広場

23（火）萩市中学校ロードレース大会
9：00 〜萩ウェルネスパーク多目的広場

24（水）子育て輪作り運動会　　　　10：00〜市民体育館

27（土）県体育大会兼県知事杯軟式野球大会（学童の部）　〜28日
8：00 〜田万川グラウンド

田万川地域ゴルフ大会　　　　8：00〜萩石見ＧＣ
●山口福祉文化大学スポーツフェスティバル（サッカー教室）

9：00 〜萩ウェルネスパーク多目的広場
28（日）秋季連盟杯ソフトテニス大会 9：00 〜萩市球技場

●萩市民秋季ソフトボール大会（決勝大会）
9：00 〜萩ウェルネスパーク多目的広場

むつみワクワク大運動会  9：00〜むつみグラウンド

30（火）萩オープングラウンドゴルフ交歓大会
9：00 〜萩ウェルネスパーク多目的広場

◆ふたば園（２２･２８７７）
16（火）おもちゃ図書館地域開館日 10：00〜15：00

絵本の読み聞かせ「ガタンゴトンの会」 11：00〜11：30
23（火）おもちゃ図書館地域開館日 10：00〜15：00
30（火）おもちゃ図書館地域開館日 10：00〜15：00
◆萩子どもセンター（２５・７５４０）
18（木）ピヨピヨの会「笠山で遊ぼう」

（悪天候の場合中止）
10：00〜11：30

笠山展望台下
◆萩幼稚園（２２・０７７５）
23（火）未就園児への園舎開放日

「自由遊び、親子製作、紙芝居、お片付け」 9：30〜11：30

◆萩光塩学院幼稚園（２２・２０１９）
31（水）未就園児への園舎開放日

「リズム体操、手遊び、紙芝居、自由遊び」 10：00〜11：30

※参加料１世帯 100 円

※２歳〜未就園児対象

萩 地域
10：00〜萩保セ
13：30〜萩保セ
13：30〜診療所
9：30〜萩保セ

10：00〜萩保セ
13：30〜萩保セ

10：00〜市民体育館
10：00〜萩保セ
13：30〜萩保セ
13：00〜萩保セ
13：00〜萩保セ
9：30〜萩保セ

13：30〜萩保セ
13：00〜萩保セ

● 1 歳の児集まれ教室
●ポリオ予防接種（10／12予約開始）
●大島・見島ポリオ予防接種
●４か月児健康相談
●ツインズサークル
●ポリオ予防接種（10／15予約開始）
●子育て輪づくり大運動会
●ツインズサークル
●ポリオ予防接種（10／19予約開始）
● 10 か月児健康相談
　糖尿病予防教室
　糖尿病予防教室
●ポリオ予防接種（10／25予約開始）
● 3 歳児健康診査

17 ㊌

18 ㊍

24 ㊌

25 ㊍
26 ㊎
29 ㊊
30 ㊋
31 ㊌

※ポリオ予防接種は、電話で予約してください。
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○心配ごと相談 （13：30〜／総合福祉センター）外科 都志見（江向）22・2811
●萩・タウンミーティング〜市長との対話の集会〜 内科 中嶋（今古萩町）22・2206
　（明木地区） （19：00〜／旭マルチメディアセンター）
●青磁を極めるー岡部嶺男展　〜 12 月 6 日 （9：00〜／県立萩美術館・浦上記念館）外科 しげおか（今古萩町）25・9170

内科 波多野（堀内）25・2788
●行政相談　　（10:00 〜／むつみコミュニティセンター、13:00 〜／むつみ農村環境改善センター）外科 玉木（瓦町）22・0030

内科 中坪（今魚店町）22・5430
外科 萩市民（椿）25・1200
内科 わたぬき（東浜崎町）25・2020

○萩看護学校 学校祭 （10：00〜／萩看護学校）外科 花宮（平安古町）25・8738
内科 全真会（玉江浦）22・4106

●萩市美術展　〜 28 日 （9：00〜／市民館）外科 平岡（新川東）25・7100
●萩わんぱく広場 （10：00〜／明倫小学校）内科 しげおか（今古萩町）25・9170

小児科 いわたに（椿東）24・2100
産婦人科 都志見（江向）22・2811
歯科 あおぞら（御許町）26・4182

●人権相談　○心配ごと相談　　　   （13：00〜／むつみ福祉の里ふれあいセンター）外科 メディカルポート萩（堀内）24・0082
内科 玉木（瓦町）22・0030

●無料法律相談 （10：00〜／市役所）外科 めづき（土原）22・2248
○心配ごと相談 （13：30〜／総合福祉センター）内科 めづき（土原）22・2248
●萩・タウンミーティング〜市長との対話の集会〜
　（弥富地区） （19：00〜／弥富交流促進センター）
●子育て輪づくり運動会 （10：00〜／市民体育館）外科 都志見（江向）22・2811
○出張年金相談所の開設 （10：00〜／須佐総合事務所）内科 柳井（橋本町）22・0748

●人権・行政出張相談 （10：00〜／三見公民館）外科 しげおか（今古萩町）25・9170
●行政相談 （10：00〜／川上公民館）内科 中嶋（今古萩町）22・2206
●萩・タウンミーティング〜市長との対話の集会〜
　（須佐地区） （19：00〜／須佐文化センター）
○萩ブロック交通事故等相談所の出張相談 （10：00〜／田万川総合事務所）外科 玉木（瓦町）22・0030

内科 市原（塩屋町）22・0184
○きれいなまち・萩推進市民会議美化活動（9：00〜／橋本川沿線 江向自動車学校周辺）外科 萩市民（椿）25・1200

内科 波多野（堀内）25・2788
○萩阿武合同短歌大会 （9：00〜／総合福祉センター）外科 池本（玉江浦）25・7575
○山口福祉文化大学大学祭・喜福祭 （10：00〜／山口福祉文化大学）内科 藤原（土原）22・0781

産婦人科なかむら（熊谷町）22・1557
歯科 石川（吉田町）22・1246

●萩・タウンミーティング〜市長との対話の集会〜 外科 田町（東田町）24・1234
　（小川地区） （19：00〜／小川コミュニティセンター）内科 しげおか（今古萩町）25・9170
○心配ごと相談 （13：30〜／総合福祉センター）外科 平岡（新川東）25・7100

内科 山本（前小畑）26・0077
●萩・タウンミーティング〜市長との対話の集会〜 外科 鈴木（船津）25・4510
　（江崎地区）　　　　　　　　　　　　  （19：00〜／田万川コミュニティセンター）内科 萩慈生（玉江）25・6622

情報カレンダー

※小児科は上記以外、内科で対応します。
※夜間・休日当番医の診療時間は翌朝８時まで。
　歯科は午前９時〜正午。
■当番医が緊急やむを得ず変わった場合
　外科、内科、小児科、産婦人科は消防テレホンサービス（☎ 25・7474）、
　歯科は萩地区消防本部（☎25・2772）で確認してください。

阿北地区
休日当番医
AM８：30〜PM５：30

21日（日）
28日（日）

［内科］0838-54-2014
［内科］08387-8-2311

川上（川上）
弥富（弥富下）

※阿北地区（川上・田万川・むつみ・須佐・旭・福栄地域）

●萩市主催・共催の行事

10月
16→30日 日

８７

日月火水木金土
１２３ ４５ ６
９10 1112 13

14 15 16 17 18 19 20
26 27

2829
21 2223

30 3１
24 25

夜間・休日当番医

20土

21日

22月

24水

25木

19 金

18 木

17 水

29月

28日

27土

26金

16 火

23 火

30火

31水
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congratulation

慶弔だより
お誕生おめでとう
赤ちゃん 保護者 住　所

お悔やみ申し上げます
氏　名 年　齢 住　所死亡日

co
n

g
ratu

latio
n

本人または親族の方の承認を得たもののみ掲載しています。（敬称略）
※9月16日〜9月30日受付分

ご結婚おめでとう
夫の氏名 妻の氏名 住　所

そばの里　弥富

△一面に広がる白いそばの花

　魚偏に春と書いてサワラ（鰆）。字面から春の
魚と思われますが、実は春と秋、一年に２回旬の
ある魚です。
　萩では秋にもっとも漁獲量が多くなります。と
ってもスマートな魚なので、「狭い腹」が転じて
サワラ。小型をサゴシ（狭い腰）というのも同じ
意味合い。大きいモノでは１m に達し、秋から春
先にかけて、脂が乗って非常においしくなります。
小型の 40 〜 50㎝程度のものを「サゴシ」と呼び、
多獲性の魚なので、店頭価格で１匹 100 〜 150
円程度と、価格も非常に安くなっています。
　地元漁協の婦人部等では、たくさん獲れて価格
も安いサゴシを美味しく食べて頂こうと、サゴシ
を使った創作料理をいろいろと研究しているそう
です。

■人の動き（平成19年９月末日）
　人口／57,704人（前月比−39）
　男／26,558人（前月比ー21）　
　女／31,146人（前月比−18）　

世帯数／24,588世帯（前月比ー13）
出生／34人　死亡／66人（9月分）

サワラ［小型をサゴシ］


	表紙
	インターネット公売／24時間保育事業
	萩ウェルネスパークに大型複合遊具広場が完成
	萩・タウンミーティング　Ｑ＆Ａ②　
	萩・タウンミーティング　つづき
	特集　10月は男女共同参画推進月間です　その１
	特集　10月は男女共同参画推進月間です　その２
	シリーズ「景観計画」④　一般景観計画区域の景観形成基準　
	シリーズ「景観計画」④　景観法に基づく萩市景観計画　屋外広告物基準案・景観計画の住民説明会
	平成18年度　決算公表　（１）
	平成18年度　決算公表　（２）
	平成18年度　企業会計（市民病院・水道）決算の概要
	山口福祉文化大学コーナー　「市民向けに公開講座・施設開放」
	大井・紫福・須佐地区　河川洪水ハザードマップを作成／シリーズ健康づくり④／消費生活コーナー
	シリーズ27　健康ガイド「メタボリックシンドロームって、なに？」
	全国大会おめでとう／新しい人権擁護委員／秋の花いっぱいコンクール受賞
	地域トピックス（１）／着物歩きがお得な一週間ほか
	地域トピックス（２）／山口県消防操法大会ほか
	地域トピックス（３）／須佐の赤米と弥富のそばほか
	情報案内板（１）／不要品活用銀行他
	情報案内板（２）／萩・タウンミーティング他
	情報案内板（３）／市職員募集（市民病院）他
	情報案内板（４）／萩景観賞の候補募集他
	情報案内板（５）／萩市の行政番組放送予定他
	情報案内板（６）／県立萩美術館・浦上記念館他
	情報案内板（７）／通行規制にご協力を他
	情報案内板（８）／萩ふるさとまつり他
	保健ガイド／スポーツガイド他
	10月16日→31日情報カレンダー
	旬の味覚「サワラ」／人の動き

